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　 伊勢湾・熊野灘・遠州灘方面に生息する貝類とその環境についての研究

石　山　尚　珍＊
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R6sum6

　　　　　　Aux　environs　de　la　baie　d／ls6，d61a　mer　de’：Kumano　et　la　mer　d’Enshyu，ayant
▽ギ

　collectionn6des　coquillages　qui　se　trouvaient　du　bord　de　la　mer　a　la　profondeur　de450

　；nさtres，j’ai　obtenu　au　total122familles　et713espさces：43familles　et244espさces　de

　　gast6ropodes，2fa止皿es　et9espさces　de　scaphopodes，67familles　et460esp色ces　de　p616cy・

　phodes。

　　　　　　En　d6tail，219espさces　a1’int6rieur　de　la　baie　d’ls6（qui　englobe　la　bai　d’Atsumi），

　169espさces　prさs　de　re血tr6e　de　la　baie　d／ls6，88　espさces　hors　de　cette　baie，　33espさces

　de　la　pleine　de　mer　de　la　p6nisule　d／Atsumi，169esp6ces　de　l＆mer　de　Kumanoン166

　espさces　de　la　mer　d～Enshyu，191espさces　de　la　pleine　de　mer　entre　Owase　et　Nigishima

　　（o亡1a　profondeur　de50～200mさtres），60espさces　a　Nagashima（en　ici，j’ai　collecti6nn6

　seulement　les　coquillages　adh6rants　aux　algues一一　G61∫4彪形），30esp色ces　dans　la　mer

　de　Tenma，45esp色ces　a　Mukαi，27esp色ces　a　Ooson6et26esp色ces　dans　la　mer　de

　Yukuhouτa．
　　／’

　　　　　　」，ai　examin6ce　r6sultat，en　montrant　sur　le　graphique　par　chaque　endroit　o亡」’ai

　collectionn61es　coquillages　le　nombre　des　esp色c6s　et　ies　sphさres　o亡chaque　coquillage

　demeurait．

　　　　　　Aprさs　avoir　bien　compar6de　ces　graphiques，au　moins　on　peut　dire　que　les　lieux

　qui　pr6sentent　hne　figure　ressemblante　ont　des　environnements　trさs　similares．De　plus，

entre30degr6s』et35degr6sdelatituden・rd，1eslieuxquid6criventunec。urbec。nvexe

　　（ex。1’int6rie皿de　la　baie　d／ls6，1／entr6e　de　cette　baie，1a　mer　de　Kumano，1a　pleine　de

　　mer　entre　Owase　et　Nigishima　et、1a　me；d’Enshyu）prouvent　une　forte　influence　de

　　l’eau　de　Ia　pleine　de　mer．Entre30et50degr6s　de　latitude　nord，les　lieux　qui　d6crivent

　une　courbe　dont　le　sommet　est　plat，（ex。Ooson6，Yukunoura，la　pleine　de　mer　de　la

　一擁hih菖u1奄d’Atsumi）montrent　la　puissance　de1〆eau　de　c6tier．

　　　　　　　Quant　a　la　courbe　penchante　qntre　36et40degr6s　de　Iatitude　nord，on　y　peut

　voir　qu’aux　petites　baies，1es　angles　de1’inclination　sont　plus　amples（ex。1a　mer　de

　　Tenma，Mukai，Ooson6，Yukunoura）que　dans　les　autres　endroits．Les　esp色ces　que1／on

　　trouve　jusqu’au　nord　oむ1’eau　est　froide，deviennent　aussi　un　peu　pIus　nombreuses．

　　　　　　　En　graphique　de　la　mer　de：Kumano　et　la　mer　d’Enshyu，a　part鼻r　de40degr6s　de

　　latitude　nord　la　courbe　descend　brusquement　et　rapidement．Cela　signifie　une　diminutiQn
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des　esp6ces　de　coquillages，et　cette　diminution血ontre　a　l’affaiblissement　de　l！influenee

du　courant　chaud　（Kuroshio）．

　　　De　plus，a　la　f＆uve　des　mollusques　quatemaires　en　ville　de　Takahama　de　la

sous－d6partment　de　Hekikai，母u　d6parlment　d’Aichi，gn　trouve　b6au隻oup　d食coquillages

de　la　m色me　esp6ces　que　ceux　qui　habitent　la　mer揖ctuelle．

　　　Les　personnes　qui　ont　fait　une6tudes　sur　ces　fossiles　pr6sument　le　milieu　de　leur

accumulations　dans　la　baie　tributaire　de　la　mer　int6rieure，ou・aux　environs　entre　le

milieu　et　au　bord　de　la’mer　int6rieure．Mais　c6tt6fauve』d’aprさs　le　graphi亀ue，est　plus

ressemblante　auxごoquillag6s　hσrs　de　la　baieゆIs6pr6sente。

上げる次第である。

1．　ま　えがき

　地層堆積の初生環境を研究するには，現在の海の状態

を熟知する必要がある。そこで，その一手段として伊勢

湾・熊野灘・遠州灘方面（第1図参照）に生息する貝類

を採集して，生息海域・水深・種類・多少・外洋水と沿

岸水のおよぼす影響などから，その環境につい丁考察し、

てみた。

　この調査にあたって，三重県水産試験場・愛知県水産

試験場・貝類学会員林奨一郎氏ならびに当所の大山桂技

官から絶大な援助協力をえたので，ここに厚く御礼申し

2．調査の内容と成果

　貝の採集方法は，伊勢湾（渥美湾を含む）・熊野灘・

遠州灘方面の海域では主として小型および中型底びき機

船が操業す喬際に・魚獲物とともに網の中へ混入してき

た貝を対象とした。ただしトロール船の規模によって網

がとどく水深には限度があり，，この地方ではほぼ450m

以浅となっている。

　尾鷲湾内の天満浦・向井・大曽根・行野浦海域では・

主として潮間帯の貝類と打ち上げられたもρを採集し・
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伊勢湾・熊聾灘・違州灘方面に生息する貝顛とをの環境にっいでの硯究（石山尚珍）

長島では天草二F場において，付近の海域から水揚げされ

た天草に付着している貝類を採集した。

　この結果，湾内（伊勢湾・渥美湾）で採薬でぎた貝類

は219種，伊勢湾口付近が169種，伊勢湾の外側で88

種・渥美半島の外海が33種・熊野灘璋9種（愛知県内の

トロール船による），遠州灘166種，尾鷲～ご木島沖が

191種（三重県内のトロール船で水深50【》200tnの海域）

であった。また長島で60種1天満浦が30種．向井45

種，大曽根27種，行野浦では26種を採集することがで

きたが，この5地点の採集時間は各1時間ほどの短かい

ものであったから，さらに時間をかけて採集すれば得ら

れる貝の種類も増加するであろう（第1表　採集貝類一

覧参照）。

　しかし，この地方の貝類に関心をもち長年にわたって

観察をつづけてきた現地の人たちの体験談を総合する

と，ある一定の場所だけに生息する貝類もあれば，年々

減少していく種類，突発的に発生する傾向のある葎類，

従来はこの地方でみられなかったが昭和34年9月の伊

勢湾台風後に発生した種類などもぢるという。

　このように生息する貝の個体数の増減現象のみられる

ものは，外洋よりは水深が浅くなる湾内へむかうほど顕

著になるが・その原因としては海況ぐ外洋水や扮岸水の

流れ・水温・塩素量）・底質・プランクトンなどの変化

によって生息環境がかわることが考えられ，とくに台風

の襲来は相当な影響を与えているよう．に思われる・なお

また，紀伊半島の南東沖には昔から大冷水塊の存在がし

られていて，そのわずかな移動とか消長がこの方面の漁

獲に大きな影響を与えているが，饗の冷水塊璽動きも貝

類の生息環境にある程度の影響をおま婬し・個体数の増．，

減に関係しているのではなかろうか。、

　量的変化がみられる貝類を具体的にあげてみると，キ

ヌシタタミ・ヘソカドタマキビ・ハリハマツボ・モスソ

ガイ・ヤマホトトギス・ホトトギス・チヨノハナガイ・

イソシジミ・クシケマスオ・オキナガイなどは，湾内に

おいて大発生することがある。

　クダマキガイとアケガイは湾内～湾口部～湾外を通じ

て生息しているが，年により多いときと少ないときがあ

り，イタヤガイは同じ海域に生息するが，その増減には

周期的なものが認められる。とくに湾内に生息するベニ

ガイは，1年おきの周期で増減を示している。

　イシカゲガイは，戦前は湾内にたくさんみられたが戦

後はまれになってしまった。

　フジナミガイとムラサキガイは湾内で普通にみられた

貝であるが，フジナミガイは昭和28年以後は激減し，

ムラサキガイは同年9月の台風後は姿を消した。

　カモジガイは湾口部において普通にみられた貝である

が，昭和30年以後はみあたらない。

　イヨスダビガイは湾内において30年，31年にとくに

多かったカも以後は少なくなってしまった。

　ハナズトガイは昭霜32年まで湾内に多くみられたが，

現在は採集できなVヤ、

　ハリサザエ・リュウグウボタル・ハナイタヤ・ホクロ

ガイは32．年まで湾口部に多く生息していたが，その後

は少なくなった。

　キンギ白ガイは湾口部において32年までは多くみら

れ，34年には少なくなり，35年には幼貝のみで成貝は

みられなくならてしまった。

　ムラクモハマグリは湾内～湾口部～湾外を通じて32

年までほ多かったが，その後減少し，伊勢湾台風後は姿

をみせない。

　サクラガイは湾内において昭和33年に大発生し，ベ

ニハマグリは33年まで多かったが以後は少ない。

　ヒラザクラは湾内～湾口部～湾外にわたって，33年ま

では多かった。

　カラスノマクラは，34年までは湾内に多くみられた。

　コマツヤ々ワスレは湾口部に昭和34年までは多かっ

たが，同年9月の伊勢湾台風後はみつからない。

　ナミガイは湾内～湾口部～湾外へかけて生息し，35年

には多かうた。、

　マダラヂゴトリガイは湾口部に，タカラシタタミは熊

野灘海域に生息するが，両者ともに35年に限り多くみ

られた。

　ニシキピョクは伊勢湾台風後から湾口部海域に発生が

みられ，ツキヒガイは数年たえていたが伊勢湾台風以後

．か疹熊野灘・遠州灘海域で小型のものが多くとれるよう

になってき一た。

　年々減少する傾向がみられる貝としては・湾口部に生

息するミガキボラがあり，遠州灘海域ではトクサバイと

バラフマテがある。なお監、、チョウセンボラは遠州灘方面

でよく也れたというが，現在はみられない。

　特定な場所にのみ生息する貝類としては，湾内では湾

奥部にみられるユウシオガイ，衣ケ浦湾内のハイガイ，

河口部にオオあガイ，師崎から200m沖の1カ所だけに

いるビョウ、ブガイ，，渥美半島の内側だけにみられるミル

クイなどボおサ，サザエ（トゲ有）は湾内では篠島だけ

に生急しでV・る。　　・一

　湾目蔀海球では・カツラガイは湾口付近の1カ所だけ

にみわ粋，．ンヒラセミクリは湾口だけに，ヒナハラダカラ

は湾白蓬出た所だけに熔る。

　　　　ハモ
　カゴメガイ幡湾内～湾口部～湾外へかけて生息し，ア

ラレナガニシは熊野灘～遠州灘へかけて生息している

が，場所によってそれぞれ個体変化が認められる。
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　以上に述ぺたように，この地方に生息する貝類を詳細

にみていくと，いろいろな変化があることに気がつく

が，ここでは今回の調査で得ることのできた貝につ較

て，各採集場所毎にその種類数を縦軸にとり，その生息』一

範囲（緯度）をチェックリストと貝類総覧を参考にして

横軸にとって，第2図に示すようなグラフに表わして検

討してみた。

　これらの各採集場所毎のグラフを較べてみると，似た

ような形をしたものもあれば，そうでないものもある。

　熊野灘と遠州灘のグラフを比較すると，詳しくみれば

違うところもあるが一見むた感じはほぼ同じような形を

表わしているのは，お互いの環境に似たところがあるご、、

とを意味している。

　行野浦と大曽根のグラフも似たような形になっている

が，これは地形的1（隣接しているせいもあるが，やはり

同じような環境であることを示している。しかし，天満

浦と較べてみると庫や形が変化してくるし，その中間に

位置する向井は，天満浦のグラフに似たところも大曽根

に似たところもみられる。．

　＜尾鷲～二木島沖＞はく熊野灘＞海域のご部で雄ある

が・グラフに画㌻・てみるとこの両者の形はぴづたり二致

してい塗い。ζれば尾鷲～二木島沖で採集した貝類は三

重県側力∋ら出漁したトロー牢船によるものであり・熊野

灘のグラフは愛知県側から出漁した船が採集した貝につ

いてのものであって，．．お一のおのその操業漁場がちがって

V・ることと，前者は水深50～200mが主であるが，後者

はさらに広い海域と深い所の貝類も採集している。この

二つの理由によって，同じ熊野灘に属する海域のグラフ

でありながら，その形は似たところがあっても，すっか

り同じものにはならなかった。

　〔尾鷲湾〕のグラフは，尾鷲湾内の天満浦・向井・大

曽根・行野浦の4地点で採集した貝類を合わせて画いた

ものであって痙網姪曝鱒り全容を表わすもの
とはいえないが，湾内（伊勢湾』・渥美湾）のグラフと較

ぺてみるとその形に大きな違いがみられる。すなわち両

者の環境は同じでなヤ・ことが，うかがわれる。

　次に，湾内・湾口部・熊野灘・尾鷲～二木島沖・遠州

灘などのグラフをみると・・．北緯30～50。の間で上の方

へ突出したよう。な形になっているが，これは外洋水の影

響が強いことを示商ている。

　これに反し，大曽根・行野浦・渥美外海の場合』で歓北一一

緯30～50。の形の頂部が平らになってい鱗一これは
　　　　　　　r・唄　　　　　　　　　　　－
沿岸水が発達してい1ることを示してい聾

　なお，天満浦・向1井・・大曽根・・行野浦のグラフについ

て北緯36。から40。へかけての傾斜線を他の場所のグラ

フに較べてみると，その傾斜がゆるやかになっている

が，これは小さな湾の場合のほうが他の場所に較べて，

海の水温炉冷たい北の方まで生息する種類が多くなって

いることを意味している。

”蜜た熊野灘・尾鷲～二木島沖・遠州灘のグラフをみる

と，北緯40。の位置が低くしかも40。から急激に下降し

て貝の種類が減少しているのは，黒潮（暖流）の影響が

おとろえることを示しているが，一般的にみても水深が

深くなれば暖流のおよぼす影響が少なくなることが知ら

れている。

　　　　　　　　3．むすび
一以上のよう一に，生息する貝類の種類とそれらの生息範

囲（緯度）をグラフに表わして，採集場所の沿岸水の発

達状況や外洋水の影響などについて論じてきたが，これ

らのことは現生種を含む化石層の環境解析にも活用でき

るであろう。

　貝類学雑誌（27巻2号）に『愛知県高浜町碧海層産の

第四紀貝化石群』が掲載されているので，その産出化石

（第1表中の※印のものと第2表）をグラフ（第3図）

に画いてみた。

、3‘4。

20

ノ0

0。　　　10。　　200　　30。　　40。　　500　　60。　　70。

第3図

　導璽化石の調査者は，該地の堆積環境を〔内海の支湾

あるいは内海の湾央～湾奥に近い所〕と推定している

が，この高浜町産のグラフを第2図中のものに較べてみ

ると，現在の伊勢湾外の貝類相のほうに似ているように

みえる。

　　　　　　　　　　　　（昭和35年5月調査）
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伊勢湾・熊野灘・遠州灘亥面に宇息すう貝類とその環1寛についての研究（石山尚珍）

　　　　　　　　　　文　　献

’
糸

魚川淳二・中山　清（1968）：愛知県高浜町碧海層産

　　　　　　の第四紀貝化石群，VENUS，voL27，

　　　　　　no．2、　P．62～74

KuRoDA，T．＆HABE，T．（1952）：Check　List

　　　　　and　Bibliography　of　the　Recent　Marine

　　　　　Mollusca　o｛　Japan．

大山　桂（1965）；貝類総覧（未完）
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地質調査所月報（第21一巻第2号）

第．1表 採 集 貝

賃 類

GASTROPODA　腹足綱

　Prosobranchia前鯛亜綱

　　Archaeogastropoda原始腹足目

　　　Haliotidae　みみがい科

　　　　飾Zゼo顔5読50％3REEVE

　　　　伍1ぢo痂吻碗膨GMELIN

　　　Scissurellidae　くちきれえびすがい科

　　　　50h髭o蜘oh％51α耀IZ4ψ％5（A．ADAMS）

　　　Fissurellidaeすかしがい科

　　　　αyが4i％がo如（DUNKER）

　　　　．Dガ04074g観6万郷漉4オα（REEVE）

　　　　Dづ040鵤5∫8601漉（REEVE）

　　　　Dづ040rα渉0546π5ゼ5KIRA

　　　　．E脚7g伽Zα‘鰯5ioo5哲伽SOWERBY

　　　　肋？π’渉o解αoZづhα雁α郷（NEVILL）

　　　　Mαoプ050hお脚4伽鰯αA．ADAMS

クロアワビ

マダカアワビ

生　、息、緯　度

P＝太平洋側

」：日本海側

K：朝鮮西部～黄海沿岸

　25～4‘）　　∫＝～41

1　．　11、＿37　　　」：～36

伊勢湾内

（騰響）

湾口付近

コデマリクチキレエビス

　M1αorosohお形α〃z40ro50h歪5勉ζz（DILLWYN）

　3‘％臨s5動επ5∫s（BLAINVILLE）

　ルg観4ε傷55¢臨A．ADAMS

PateIlacea　つたのは科

　σαll御zαεzκ05ηzゼ4（PILSBRY）

　C81Z4nαπ勾701∫フz64雄（REEVE）

　0θZlζzアz‘z568‘zプフz5歪（PILSBRY）

　σ81Zσ％渉o紹伽zα（REEVE）

　P碗6114568Zlσげoプ吻∫5REEVE

Acmaeidae　ゆきのかさ科

　CoZl魏Zlσh8プolゐ（DUNKER）

　CoZZ魏llαZ砺α∫oヂ漉（HABE）

　ハ沼o診04‘ηzθα‘oフzoiπ7zζz（LISCHKE）

　ハ流06040ηz召450h78πo庖（LISCHKE）

　P碗6Zloづ4αZ4勉餌π露oZ4HABE

　P財θIZo躍4汐yg窺484（DUNKER）

　P鷹8ZZo2伽5400h4万n4Zαπ諾（REEVE）

Pectinodontidaeわたぞこあみ渉さ科

　P60診勉040π脇航：y53α（DALL）

Trochidae　にしきうず科

スソカケガイ

テンガイ

クズヤガイ

トサテンガイ

スソキレガイ

チドリガサ

ヒラスカシガイ

　　スカシガイ

オトメガサ

シ官スソカケガイ

ベツコウガサ

マツバガイ

アミガサガイ

ヨメガカサ

ツタノハ

コガモガイ

キクコザラ

コオダカアオガイ

アオガイ

ツボミ

ヒメコザラ

ウノアシ

ワタゾコシロアミガサ

P：33～34　J：35

P＝14～35　　　J　；～37

P：　9～35　　　」；～37

P：～0～35J：～36

P：33～34

P：31～34　」：～37

P＝～0～34

P：31～39　　　J：～40

P：～0～42？

P：～0？～34　　」：～37

P：14？～35　　」：～41

P：～0～39　　J＝～42

P：～0～39　　」　：～37

P：23～34　　　J：～36？

P：12～51　　　J＝～51

P：～0～35　　J：～37

満潮線付近

干潮線下

P：23～39

P：25～35

P：22～41

P＝22～41

P；31～41

P：24～42

P：21～45

J：～43

J：～36

J：～40

J：～40

J：～37

J：～42

J：～42

　　　　　　干潮

　　　　　　満潮
■　一　●　一　●　　　　　　o　一　●　一　●　『

　　　　　　満潮

干潮

干潮

潮干

B碗ゐ：y6ε勉6魏α7σθ窺60π∫診επ5（LISCHKE）　ギソエビス

P：33～34

P：33～35

満潮
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伊勢湾・熊野灘・遠州灘方面に生息する貝類とその環境についての研究（石山尚珍）

類 覧乳

産出　稀

　　少

普通

多

湾夕q渥美外刻 熊ノ酬 遠州劇 墨木翻 長闘
（群暑〉

天満浦1 向井1大曽根［ 行野浦1 ’
備 考

ヒ1禰5画6訓．

干潮線下

千潮線下

150m

》

篠島，知多半島先端岩礁地帯

～　一

死貝の打上げのみ．

　　　　〃

海岸に死殻gみ、

打上げのみ

線

線

線

干潮線下’
o

岩礁地帯

　〃

　〃

岩礁地帯

他所ほど多くはない

線下

線下

帯

線

打上げのみ．

岩礁地帯

　ツ
（特に多し）

※

150】m

（150～300m）
o 陣湾以西
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地質調査・・所月報・1（第219巻一第、2号）・

種 類

B碗ん：yみε解椀∬oプz卿zρ歪∫（PILSBRY）

B碗hy68窺6魏∫砂oπゴ6％5（DALL）

CαZlガ05孟o脚αo吻碗郷SOWERBY

CαZZ乞os60窺α盈oyαHIRASE’

C観歪05孟o呪αooπ50プ3（LISCHKE）

CαIZゼ05孟o勉4hα伽πh％5（MELVILL）

αzZlゴ05診oηzζzた露θ7z5歪51KEBE

C41あ05診oηz45h初ασ4㎜α6π58（TOKUNAGA）

αzllZo5孟o卿ζz50yαz81KEBE

C‘zZlガ05オoηz45吻zo4θ7z5θIKEBE

C411ゴ05孟o窺α605α8π5ぢ5（KURODA　et　HABE　in　HABE）

CαZ伽5孟o窺α襯ぎo麗吻（DUNKER）

Cσ窺hαプ躍％5侃ZZf6hプoσ（PHILIPPI）

C4撹肋ガ4欝hゼ1α万5（DUNKER）

C砺孟h4π。4％5動∫％564伽5（GOULD）

Cα窺hα万ぬ5ノ砂oπ嬬（A．ADAMS）

α朋o％1％5ケoππi（DUNKER）

E漉伽∫砂oπ加A．ADAMS

Eオhα1臨58Z87zo〃ゆhζzZζz　PILSBRY

E孟hα2∫oヵ5f5肋孟oノ・KURODA　et　HABE　in　HABE

E孟h勉初oJ毎5孟ε47π5∫（PILSBRY）

Eπohθ1％5プ％扉4A．ADAMS

G4辮5θ控o碗ゴ（KURODA）KIRA

G1名4ηzζz厩11y7窺α（PILSBRY）

窺50h舵如α1㎜∫勉6（LISCHKE）

M初oZ毎餌π磁砿A．ADAMS

M初oZ如5訪伽g％1α厩KURODA　et　HABE

ハ40フz∫Zαz68Zoh8万（PHILIPPI）

砿oフzo40π如l　lφi6（LINNE）

ルZoπ040π厩πθ漉o／465（PHILIPPI）

ハ40π040窺ごzヵ87が8∬αPILSBRY

Sεg％8鵤裁ho5y％（KURODA）HABE

S％oh伽窺oo5雄顔窺（VALENCIENNES　in　KIENER）

Szκh歪z6ηzφgαπ診θ％“z　（LESSON）

S％oh勿郷吻oπ∫1旋郷形（LAMARCK）

T80顔5ヵタプαガzお（BORN）

T8卿14αプσy705∫o窺α伽プ6伽α厩A．ADAMS

T8g膨1α1ゼ36h為θ乞（TAPPARONE－CANEFRI）

T6g％厩漉σεプ7加α（GMELIN）

T8gz6Zαρ∫8がア187i（PHILIPPI）

T6卿1αプ％5漉α（GMELIN）

イガギンエビス

アラレギンエビス

トゲエビス

　　9　　　’　　　藏
アコヤエビス・

コシタカェビス

ヒラコマ

キイエビス

　　トウダカエビス

ヘソアキトゲエビス

ハツカエビス

　　　　　　　トサエビス

エビスガイ

ハナチグサ

ミドリチグサ

カネコチグサ

チグサガイ

コマキアゲエビス

ハグルマシタダミ

キサゴモドキ

　　　　カトウシタダミ

キヌシタダミ

ベニサンショウガイモドキ

タカラシタダミ

アシヤガイ

ハリエビス

ケボリシタダミ

　カドコシダカシタダミ

ヘソワゴマ

イシダタミ

クロズケガイ

クビレクロズゲガイ

ホウシュエビス

　　　　　　キサゴ

ダンベイキサゴ

イボキサゴ

ギンタカハマ

　　ヘソアキクボガイ

　　クボガイ

ヒメクボガイ

パテイラ

コシダカガンガラ

生　息　緯　度

P＝31～42　　　J　：～42

P：33～35

P；32～35　」：～37

P：35
P＝22～41　　　」　：～41

P：33～35　」：～41

P：33～34

P：26～35　　　J＝～37

P＝30～36

P：26～35

（Pl33～34）

P：24～41

P：33～35　　　」：～41

P：31～41

P＝35

P：31～41　」：～41

P；31～35　　　J：～36

P；33～35　　　」：～37

P：23？～34　　J　：～36

P：32～34

P：33～35　　　J　；～41

P：～0？～34　　J：～40

（P＝32～34）

P＝31～41

P：33～35

P：33～35　　　」　：～37

P：35～39　J：～36

P：～0～34

（P：～0～26）

P：～0？～41　」：～41

P：22～43　　　」：～43

P：22～35　　　」　：～41

（P：33～34）

P：31～35　」：～37

P：31～36　J：～41

P：25～42　」：～43

P：～0～35

P：31～38　　J：～41

P：26～39　　　」　：～42

P：22～35　　　J：～37

P：31～42

P：24～51、　J、二～43

伊勢湾内

7m付近

．湾口付近

（30～

80m

（15～30）

（5～20m）

80m

干潮線

干潮
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伊勢湾・熊野群・遠州灘方面に生息する貝類とその環境についての研究（石山尚珍）

鴻杢

50m）

マ　　ロけぽでい

子潮線下

．線

干潮線

　　干潮

渥美外海

満潮線

線下

熊磁1齢1灘 －尾鷲～
二木島沖

、倶50r300血）・

　　（120～150m）

　　　　勧鋪尚

　　＜100一・120血）

＿．＿．＿1

（30～50m）

　　　150以深

ビ槻細

。0蕊孟…

磁蝋罰

　150m　．

’焉6冨’

≦

（90～120血）

’
（ 90～100m）

長島馳，天満浦『向井

o

大曽根 行野浦 備圃1 考

フクレギンエビスより多い

伊豆沖水深150～800mごく稀

　　　　　　　　』

志摩半島の沿岸・

　　　　9㌧

大発生するときがある

35年に限り多し・P．、

岩に付く

　　
ク嚇ガイより多い

遠州灘方面へむかって多し

　　　　　　　　　　　※

沿岸の岩につく

撫岸に？く湾最卿こは

沿岸の岩につく

沿岸の岩につく

11』一記（91’）



・地質調査所月報（第21巻第2号）

種 類：

　T8g％1α¢α勉ん05吻窺α（A．ADAMS）

　T700hπ55ζzo6Zオ％彫PHILIPPI

　T％70∫侃60r86π5プ5PEASE

　T郷6ぢo％Zα60η泥∬伽50π14（YOKOYAMA）

Angariidaeかたべがい科

　Aπg4プ毎α甜4臨（REEVE）

Turbinidae　りゅうてん科

クマノコガイ

ウズイチモンジ

マキアゲエビス

　フクレギンエビス

生　息　緯　度

P＝23～35　　　J；～37

P：29～35　　　J；～35

P：31～42　」：～45

P：33？～35

伊勢湾内　湾口付近

　　A5診ブαあz柳z　h48万zα孟rζzgα　（睡NKE）

　　BoZ魏α窺04θ5砿（REEVE）

　　G痂1ガoプ4i4h6痂6ασZoπo‘z　KIRA

　　σ痂14メo冠如ψブ彪勉汐hαπ5（PHILIPPI）

　　G観み074彪yoたα」OUSSEAUME

　　伽勉αZoρo撒z勉687繊オε柳z（PILSBRY）

　　Z’∫o擁アzα56ηz∫‘Zα彦hブα云z4ごz　（SCHRENCK）　1

　　L観6ZZαooroπα厩oor86π5∫5（RECLUZ）

　　ハ汚8000ZZo7z毎がZ銘Zα（DUNKER）

　　Ph膨70妙痂惚η56ηπαWATSON

　　T郷みo　ooプ初伽3SOLANDER

　　T励oθ躍6ε1勧5SOWERBY

　　Tz5アr605≠6πogy剛3FISCHER

　Phasianellidae　さらさばV・科

　　Phα5毎πθIZα勉0465砿（GOULD）

Neritidaeあまおぶね科

　　Pμρ87露αメαPo初αz（DUNKER）

　Phenacolepadidae　ゆきすずめ科

　　P距επα60Z6ヵα5少z40hθIZα（LISCHKE）

　Coculinidaeわたぞこしろがさ科

　　Co‘鋸1伽αメ4ρoπあαDALL

Mesogastropoda　中腹足目

　Littoronod＆e　たまきび科・

　　L琵渡oτ珈¢、6紹毎oz4α（PHILIPPI）

　　S∫θπo廊5脚z露h露（PILSBRY）

　　τθ磁吻5η伽（MENKE）

Turritelli晦e”’審鰍がいだまし科

　　丁％プπo孟εZlαf45磁1∫5MENKE

　Orectospiridae　うらうずかにもり科

　　0紹o孟05が耀6訪読αz（DALL）

　　07θo診05卿4孟θ醜∫oプ雁3（WATSON）

　Architectonicidae　くるまがい科

　　Ao罐剛oπ加αo罐35吻α（SOWERBY）

　　Aκん舵6孟o勉6α彫¢躍勉αPHILIPPI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

カタベガイ

ウラウズガイ

ハリサザエ

アザミガイ

リンボウガイ

ハリナガリソボウ

チクササンショウ

ヒメカタベ

スガイ

サンショウスガイ

キヌジサメザンショウ

サザエ（と研有）

ニシキサザエ

コシダカサザエ

サラサバイ

アマガイ

ミヤコドリ

ワタゾコシ偉ガサ

タマキビ

ヘソカドタマキピ

イボタマキビ

P：～0～35　」：～36

P＝23～35　J＝

P’：25～35　　　」　：

（P：33～34）

P＝～0～34

P＝～0？～34

P：33～35　　　J；

P：34～35　　　J　：

P：31～41　　」；

P；～？0，29～38
J：～37

P：33～34

P：26～35　　　J＝

P：26～35

P：～0～35

～40

～36

～37

～45？

～41

～41

P：23～35　J＝4）36

40m

30m以浅？

干潮線下

干潮

ヒメキリガイダマシ

ソビエウラウズヵニモリ

ウラウズカニモリ

ウスバグルマ

マキミゾグルマ
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P：～0～35　　J：～37

P：31～35　　　J：～40

P：42 」；37～46

P＝26～42　　　J：～42

K＝30～40
P：33～39

P：～0～36

7m以浅

満潮

P：～0～35　　J：～41

P：33

P＝33～35

P：33～35

P：～0～35」＝～36 （30～50m）



便勢湾・熊聾灘・遠州灘方面に生、息する貝類とその環境にいつての耕究（右山尚珍）

湾劉 渥美外副 熊選1遠州灘隆木鷲釧

　　（100～120m）’

（励鰯）1

長副 天満副
向
．

州大曽根t 行野浦1
備 考

沿岸の岩につく

線

（150～300m）

　　（100～120m）

（150～230m）

o

o

32年には多かった、

ハリナガよりは多い
（土佐沖よ丁りは少い）

ヒトデがたべている’

’
伊 豆沖180m稀

湾内では篠島のみ

※

線

l　l

l　i

l　i
k元動量）1

o o 卜

1少い・底びき網に混入

1

大発生する時がある

i（あ騙）！

　1

　　300m

230±n

三錨一

13一（93）



地質調．査所月報（第21巻第＼2号ン

種 類
、滋‘1』li

生ち留緯．度・1

　A名6h玄’8δあ勉偽孟プ06hZθα7ゼ3（HINDS）

　且κh魏αon∫oα曽θπ5厩・KURODA

　漉1蜘％58π05h吻8π5ゼ5MELVILL

　砿4π90肱毎501α7∫5（KURODA）

　P防1ゆがごz　hyδ7ゼ4α（LINNE）

　P毎zψがα傷漉α雄（R6DING）

Mathidaeたくみにな科

　0ρ加歪Z4αα漉πg％8Zか碗α（KURODA）

Vermicula士iidaeへびがい科

　3θ7卿Zo痂54臨が6彫5（LAMARCK）

　Sθゆπlo冠露1窺ゐ万6α魏5（DUNKER）

SUiquariid＆eみみずがい科

　5ゴ吻観プ∫αo銘形切歪（M6RCH）

P6tamididae　うみにな科

　Bα観1ごzガ乙z　oπηz∫7zσ∫（CROSSE）

　Bζz顔IZαガαηzz6あがtoプηzゴ5（LISCH［KE）

　B磁躍α7臨20π漉彦5（BRUGUIERE）

クルマガイ

アデヤカグルマ

ナワメグルマ

ヒグノレマガイ

コシダカグルマ

コグルマ

P：14～35

P：33γ3象’団【3．～37“

P：33～35

P：～0～33

P：～0～35

伊勢湾内

，（40～50m）

湾口付近

オネジタクミニナ

ソメワケオオヘビ

オオヘビガイ

ミミズガイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホソウミニナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウミニナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イボウミニナ

　C6漉碗諺ε4∫㍑惚α躍ぎ5（POTIEZ　et　MITCHAUD）ヘナタリ

　Cε漉痂4εαγ碗20ρんo郷7％解A．ADAMS　フトヘナタリ

Cerithiidae　ヵ〉垂こもり力雲V・科

A励4號翅（SOWERBY）

　C67露h彪刀zた06h∫PHILIPPI

　αyρ80吻oプ％5h吻z詔5（DUNKER）

　Col∫παηzαoブ05オoηzα（HINDS）

　Con躍郷4躍た06θZあ（DUNKER）

Epitonfidae’一いとかけがい科

　A規α8α06陀4KURODA

A脚飢窺αgπが乞oα（SOWERBY）

　∠4ηz6zθ45μθπ漉4α（BOURY）

　∠4別αε4孟ε7α吻αohガKURODA

　A勉α6α≠8漉αKURODA

　A常αε¢1跳観εづ（de　BOURY）

　、4甥α64オ74921ゴ5KURODA

　α750加8吻σた郷o伽2KIRA

　Cか30ψ紹吻4勿ゆZ6∬吻z（PEASE）

　α碗h7050αZα診05α8％5歪5KURODA

E魏o漉勉4吻孟蹴（SOWERBY）

E頚o吻勉厩加50駕％卿（SOWERBY）

Eρ露oπ歪z〃π汐4Zlζz5ズ（KIENER）

E〆孟oπ伽勉餌o∫襯4％形KURODA

E頚0擁蹴（．P砂伽5侃Zα）sp．

ハリハマツボ

　カニモリガイ

　カヤノミカニモリ

　エビガイ

コベルトカニモリ（コオロギ）

ロウイ耳フシイトカケ

ナガイトカケ

ホウオウイトカケ

オオヌノメイトカケ

ツヅレナガイトカケ

クリソイトカケ

チャイ戸ヒレイ’トカケ

ヤェバイトカケ

ネジガイ

アラメイトカケ

オダマキ

クレハガイ

クワガタイトカケ

オオクワガタイトカケ

ヤキモリ

P：～0～33

P：30～39　　　J；～43

P：～0～35　　J：～41

P：23～44　　　」　：～45

P；14～46　　　J：～46

P：～0～41　」：～37

P；～0～35　J：～37

P；～0～35

．i（病6量）1

P；33～38　　　J　：～37

P：～0～41　　」：～41

P＝30～35　　　J：～37

P：～0～35

P；26～35　　　J＝～41

満潮線

潮間帯下

干潮

1　　　　ハ　じ　ハ

（30～50m）

P：23（⊇34’　J：～35

P：33～34

P：34～35　　　J：～37

P：，λ二〇（レ4霧J：～41

P：乍ρ（ぜ35J：～41

P：～0ん35J；～41

P：～0～35

（7～15m）

（7～15m）

（7～15m）

（7～15m）

60m

14よ（9蜀



伊勢湾・熊聾灘・遠州灘方面に生息する貝類とその環境についでの班究（石山尚珍）

滲・外墜外海 熊2灘

150m

遠ナ藤

80m

尾　鷲～
二木島沖

長　島 天満浦 向　井 大醐饗輪． 宿 考

打上げ

線

まで

230m

230m

150m

230m

150m

（70～120m）

b

だ1r”1炉ズ

、斗肋ひ

’ずブ’

　　　　　　　　　　※

　　　　　　　　　　※

　　　　　　　　　　※
淡水が混じる満潮線

湾奥のアシの生えた所ヘナタ
リとは共存しない

　　　　i　r／4・廟・　　　・　1

ごく浅い所所大発生する時が
ある

地砂，打上げ多く生貝は少な
い　　　　　　　　　　　　※

砂地，打上げ

砂が多い所 ※

15μ一て95、う



地質調、査．所月報（第21巻第2号う

種 類、 ．畿生　息、緯、．度

　Eρ露oアz彪ηz5診幻ηzα廊oz耀z（PILSBRY）

　Eρ髭o％勿解60乃：yo8π5θKURODA

　L4形グoρ4Z伽6π4卿θZ∫5KURODA

　Lα勉餌oρ41毎π痂4αKURODA．

　T6m卿αoh毎ρ加4伽η％14飾KURODA

JatHinidaeあさがおがい科

　諏窺h勉α加1孟θ4厩REEVE

J碗診h吻gZoゐ05αSWAINSON

　R801㈱臨み8π50漉A．ADAMS

Eulimidae　くりむしがい科

　ハ厚5040溜α3HABE

Pyramidellidae　とうがたがい科

　L8麗oo漉α漉伽α8A．ADAMS

　Lε麗oo魔παφσα窺εα（DUNKER）

　Pyγ佛掘εZZ偏ε励εZZoゴ485（A．ADAMS）

Amα1theidae　きくすずめ科

　A形αあh6α60πガαz　SCHUMACHER

チャマダライトカケ

エドイトカケ

エナメルイトカケ

ミガキイトカケ

テラマチイトカケ

P：33～34　」：～36

P：33～35

伊勢湾内

（15～30m）

（15～50m）

湾口付近

アサガオガイ

ルリガイ

ヒノレガオガイ

オトヒメヘソアキゴウナ

コアキモノガイ

マキギヌ

トウガタガイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キクスズメ

　・4窺歪546臨∫olづαo％（QUOY　et　GRIMARD）　カワチドリ

　砿αZZ％η勉吻砿oh∫〃zθα6HABE　　　　　　　オトヒメスズメ

Trichotropidaeひげまきなわぽら科

　。4碗6％吻臨∫Z6∬必’1∫5KURODA　et　HABE　フクロナワボラ

　Lα窺∫πα1α6彫蜴廊8擁4諾θKURODA　et　HABE　ヤィバボラ

　丁痂ho蜘飾％π加π0π4≠αSOWERBY　et　BRODERIPネジヌキ

Capulidae　かせんちどり科

　C4ρ％1％54づ1砺4魏5（A．ADAMS）　　　　カツラガイ

　Hy4Zoπ93如加5α％5650TUKA　　　　　　トサカツラガイ

Calyptraeidae　カ、りをま力弐さ科

　C7砂∫4％Z4gプ4魎3ρ勉054KURODA　et　HABEクルスガイ（アワブネ）

　Cr8が4％Z4御4」5h2（REEVE）　　　　　　　ヒラフネガイ

Xe鍛ophoridae　くまさかがい科

　Tmo加伽g％π・％卿g294撹θ％卿（SCHEPMAN）　ダイオウクマサカ

　Xθπoρんo毎oo俘％σα厩（REEVE）　　　　シワクマサカ

　X8πoρんoプ4ε¢鋤4（REEVE）　　　　　　キヌガサガイ

　Xεπoρんoγαρ4ZZ∫4％Zα（REEVE）　　　　　クマサカガイ

　Xεπoρん07α彰π％∫5FULTON　　　　　　ウスクマサカ

Strombidae　すいしょう力弐い科

　3齢o勉6π3／4ρoη∫o％3REEVE　　　　　　　・シド巨

　3昂o解6％3Z％h％％％3LINNE　　　　　　　マガキガイ

T6■θ6θZl㈱48伽魏衡KURODAetKAWAMOTO
Naticidae　　たま力弐レ、科

　E％％診」‘伽αZ4彫α鴬窺4％α（RECLUZ）　　タマネコガイ

ウストンボガイ

P：～0～35　　J：～36

P：～0～35　　J：パ37

P：22～35

ド

lP：34～35」；～36
『

iP：33～39J＝～36
1
1p；～0～29

P：31～42　　Jこ～42

P＝～0～35　　」＝～36

P＝26～35

P：34～41　J＝～41

P：24～34　J：パ37

P333～34

P：6？～35　J：～38

P＝～0！y35　　J；パ36

P：～0～34

P＝～0～34

P＝～0～35　　J：～40

P＝～0～35

P：26～35

8mまで

8mまで

50m

（30～50m）

P：26～35　　　」　＝～41

P：～0（ノ35

P＝～0～35

ip：・4－34

15m

1”脳長制

（30～

5～20m

1
工6一（96）



伊勢湾・熊野灘・遠州灘方面に生息する貝類とその環境についての研究（石山尚珍）

湾　　外 渥美外海
熊ノ灘

り9i菖6温1曹

’菊6温”

遠州灘
尾　鷲～
二木島沖

長　島 天満浦 向　井 大曽根 行野浦 備 考

湾内？

（150～300m）

　230m一

。1菖6孟…

1

（70～150m）

干潮線下

50m）

o

　　1

17一（97）

　クマサカガイ・ツメタガイに
つく

他所では稀

ヒ

1湾口付近の1カ所にだけ寄生

寄生

打上げ多し

ヤドガリの入った貝につく
1

打上げのみ

※



地質調査所月報（第21巻第2号）

種 類

E％槻漉勉4ρ砂躍4（GMELIN）　　　　ネコガイ

L吻4オ24汐411’44（BRODERIP　e重SOWERBY）ウスィロタマツメタ

L吻碗毎汐1窺5μπz　KURODA

L吻碗伽yoたo翼窺48KURODA　et　HABE

N碗乞侃α44窺5飢πα（DUNKER）

N碗20ααZα汐4汐oZ∫07z／5（R6DING）

巌6初み伽漉伽SOWERBY
2〉碗∫oα伽万α5θπ3乞3RECLUZ

〈乙ζ漉偽ooπo吻惣z（DUNKER）

2㍑加ん乞1砺5SOWERBY

1〉α診加勉αo％Zα5αLAMARCK

Nα毎oαoアzαz（R6DING）

キザミタマツメタ

ヨコヤマオリイレシラタマ

アダムスタマガイ

フロガイ

フタスジタマガイ

カスミコダマ

フロガイダマシ

ヒョウダマ

ゴマフダマ

アラゴマフダマ

N碗∫oαがo厩窺ασ漉ノ伽06％碗αKURODAオオナミカザリダマ

N碗露αゴαπ漉05め郷oづ485KURODAetHABE　エゾタマガイ

ハτα診∫04sp．

2〉碗ぎ6α孟θ％ゆゼo厩KURODA

N磁プ04彦05αθ郷乞3KURODA

Nζπぢ6α曽髭εllz65（LINNE）

Pol：y漉oθ5ごzl6z6ηzθ7z（LINNE）

Polyアzづoε5001吻zπα万3（RECLUZ）

Polyπゼ663読45〃7z‘z（R6DING）

Polyπ露θ3ρo“z％魏KURODA

Poly漉oθ3紹力zづ∠zη4（DUNKER）

PoZyフz∫6θ55αg4ηz∫67z5ぎ3PILSBRY

PoZy漉oθ55吻彦αθ（DESHAYES）

jpoZyπ10θ5η85∫αzZ∫5（PHILIPPI）

PoZ：y漉oε5η85診露麗5KURODA

S伽吻z∫砂o漉o％解（LISCHKE）

　3ぢπz卿z力η‘zn露％ηz（GRIFFITH　et　PIDGEON）

　3伽z痂z　z粥4z4α伽刀z（LISCHKE）

Lamellariidaeべっこうたまがい科

　碗Z銘6初α厩肋孟8％5ぎ5（YOKOYAMA）　　ハナズトガイ

Eratoidaeざくろがい科

　Pプoψ郡碗o　oαZZo5α（ADAMS　et　REEVE）ザクロガィ

　P58π4砿ガ悔αθ03（ROBERTS）　　　　　オオシラタマ

Amphiperatidae　うみうさぎ科

　P8Zlα5∫形nZαhかα56∫（PILSBRY）　　　　　ウコンフクリンガイ

　Phθ郷ooッol脇676祝70567ズ5（SCHUMACHER）シ巨オビキヌヅツミ

ph繊oouol脇50観76y4n4（WEINKAUFF）（ハラブトキヌヅツミ）

　Pπ物o膨Z4漉o漉4（A．ADAMS）　　　　ツグチガイ

　jP万oπo抄o如4π％屍‘％14ψ4ノ捌〃6％勉（REEVE）シ戸オピコダマウサギ

ハルサメダマ

カンゼミズダマ

トサダマ

トラダマ

マンジュウガイ

コマンジュウガイ

ツメタガイ

マルタマツバキ

ハナツメタ

ウチヤマタマツバキ

ネズミガイ

ヒメツメタ

ワカタマツバキ

ヒメミミガイ

　　　フクロガイ

ツガイ

生　息　緯　度

P：～0～39　　J　：～41

P：36～72　　　J＝～72

P＝33～35

P：31～35　」：～41

P：～0～35

P：33～34

P：？～34

P＝　？12～35　J：～41

P：32～34

P：～0～34

P：～0～34

P：31～42　　　J：～43

P；33

P：～0～26

P；～0～34

P3～0～33

P：～0～42　　　　J：～45

P＝31～35　　　J＝～37

P：31～35　J；～38

P；～0～35　」＝～36

P：23～33

P：25～35

P：～0～34　　」：～36

P：26～35

伊勢湾内塵付司

（7～15m）

（15～

30m

（40～80m）

30m

　　l

（40～60m）

8

15m

（30～50m）

　15m

lP：34－39J＝一371（15m）1

（15～

（40～60m）

（30～50m）

（40～60m）

（40～60m）

P：26～35　　　1　：～41

P：33～35

P：33～34

P：～0～35

P；33～38？　J：～36

P：～0～35　　J：～36

15m

15m

8m
（30～50m）

18一（98）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

伊勢湾・熊野灘・遠州灘方直に生息する貝類とその環境にっいての耕究（石山尚珍）

湾　　外

30m）

15m

まで

m

30m）

渥美外海 熊ノ灘 遠
、 州灘

150m

150m

（70パ100m）

“1δ6㌶ゑδ萄”

　　．！…．曾

．鰍・2・益10◎

100m

150m

尾鷲～
二木島沖

o

長　島 天満浦 向　井 大曽根 行野浦

o

備 考

生貝は少ない

湾内のほうが多い

※

※

　ご1膿痂萄

150m

132年までは多かったが現在は
なしF

シュスヅツミの一種

19一（99）



地質調査所月報（第21巻第2号）

種 類

　70Z狐ηo加α（LINNE）

Cypraeidae　　たカ、ら力主V・禾斗

　E705απ’α60勿勉露4勉06ηαSCHILDER

　E70s47毎hθ如oZ‘z（LINNE）

　Ero5αプ如郷αg魏ブ4（MELVILL）

E7ブo脚h襯g6がo纏（SOWERBY）

　E揮oπ飢∫砂o勉64SCHILDER

　E7ア07z6αoπy∬（LINNE）

Oocorythidaeたまごぼら科

　GαZθo♂θαZ6麗oo40窺αDALL

Cassididae　とうカ〉むり禾斗

Cα5耀廊o襯加（SOWERBY）

　Cα5卿万487zoπα06ζz（LINNE）

ヒガイ

生　、宙、緯　度

P：～0～34　　J；～36

伊勢湾内　湾口付近

オミナエシタカラ

カモンダカラ

ハッユキダカラ

ヒナノ、ラダカラ

メダカラ

クチグロキヌタ

カブトボラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レンジヤク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒナ，・ヅ’ノレ

Eoh初o汐ho7彪σαZ804がo彫f5KURODA　et　HABE

Eo伽o少ho吻別頭砺（WATSON）

Moプ襯耀o伽伽獅（SOWERBY）

　PhαZ伽〃z4プ80Z4（LINNE）

　PhαZ勿刀zゐごzフz4α魏ηz（PERRY）

　Ph4あ％解sp．

．PhαZ加π5孟吻4伽形（GMRLIN）

　S6勉∫oα5ガ5伽伽KURODA

　S8形歪飢3i5ゴ妙07沈4（REEVE）

　S6窺ゴ045f30630Z％解KURODA

　3θηzfo45∫3が1ζz（REE▽E）

　38解ぢ043歪5切1α（REEVE）var．

　X8πogαZθα初07η4如（PILSBRY）

Cymatiidae　ふじつがい科

　A汐olZoπ刀zノ‘ro5診oηzα（FULTON）

　．A汐oμoπρ6拷ごz（PERRY）

　C加70π飢5側あαθ（REEVE）

カブトウラシマ

ナンバンカブトウラシマ

コエボシ

コダイコガイ

タイコガイ

カズラガイ

ナガカズラガイ

ウスウラシマ

ウネウラシマ

フイリウスウラシマ

タマウラシマ

ウラシマ

ヒメタイコガイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クビレマツカワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マツカワガイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボウシュウボラ

Cんα70π臨5α％1毎8勉αoづZεπ厩KURODA　et　HABE　ナンカイボラ

CoZπ67α万4‘α5≠απεαKURODA　et　HABE　セコバイ

　Cy魏碗ゴ卿πεoho　KURODA　et　HABE

　Cyηzα診伽卯z　g7碗4加46％Zα伽7π（RFEVE）

C遡砺襯履θπ58（SOWERBY）

　C：y吻硯伽形5ゴπθπ5づ5（REEVE）

　C：yηzごz擁％郷君67z漉lf7躍z6卿（LISCHKE）

　Dゴ5診07520名6孟∫6％」α厩（R6DING）

　F％5露7髭oπgαZε窃KURODA　et　HABE

　P肋π0285雄5θ形露07薦KURODA

Bursidae　おきにし科

カコボラ

クロフフジツ

ククリボラ

ゾウガイ

ナガスズカケ

イボボラ

カブトアヤボラ

ニセイボボラ

P：～0～35

P：～0～39　　」：～36

P：～？0～35

P：22～35　　　J：～36

P：23～35　　　J　：～40

P：～0～35

P＝31～34

P＝22～35

P：～0～34

P：10～34

P：22～35

P：～0～34

P：～0～35

（30～80m）

干潮線下

　　　　9’t

干潮線下1

干潮線下

（70～90m）

i（30～50m）

P：～0～40　　」　：～40

P：25～35　　　J　：～37

P；～0～34

P：～0？～35　　」　：～37

P：31～35　　　」：～36

15m

50m

　80m
（10～50m）

（15～30m）

　　30

80m

　　（15～

（70～90m）

P：～？0～34

P：6～35

P；14？～36J：～36

（15～30m）

（30～

P：22～35

P：31～35　　」二～41

P：～0～34

P：26？～35　」：～39

P：14～34

P：31～35　　」：～36

P：～0～34

P；33～34

（15～

（7～15m）

（7～

（30～50m）
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伊勢湾・熊野灘・遠州灘方面に生息する貝類とその環境についての研究（石山尚珍）

湾 外1薦剛熊璽1遠州灘t墨木翻喜島1天満浦1向井1大曽根1行野浦1 備 考

湾口を出た所

m

30m）

50m）

150m

300m

30卑）

15m）

（100～150m）

（70～100m）

　　1

　150m

　　（70～100m）

　　（60～80m）

（40～80m）

150m
　I

21一一（101）



地質調査所月報（第21巻第♪2号）

種 類

　　B郷5α伽∫o（R6DING）

　　Bz躍5απz7zごz（LINNE）

　Tonnidaeやつしろがい科
　　Ez640あ％刀zZ勿Z8α6Z6ηZ方Z∫Zα孟Z6勉

　　　　　　　　　　　　KURODA　et　HABE

　　伽40Z∫醐ヵy7が07耀（SOWERBY）

　　To％παh伽03≠o勉α（KOSTER）

　　To／z7zαol飢万z6形（LINNE）

　　Toππα凄6556Zl碗α（LAMARK）

　Ficidae　びわがい科

　　F加5脚o歪1ぎ5（SOWERBY）

　　Fん％55％配7π8甥zθ漉z65（4’ORBIGNY）

Neogastropoda新腹足目

　Muricidaeあくきがい科

　　Bθ4θη勉4房規万∫（LISCHKE）

　　Cθ剛0560脚α4翻oα（SOWERBY）

　　Cε7磁05渉o勿zα窺0465伽解FULTON

オオナルトボラ

ミヤコボラ

生　息　緯　度

P；～0～35

P＝～0～35

伊勢湾内 湾口付近

イトマキミヤシロ

ナシガタミヤシロ

ヤツシロガイ

スジウズラ

ウズラミヤシロ

オオビワガイ

ビワガイ

P：33～34

P：33～34

P＝～？0～39　J　：～43

P：23～35

P：～0～35　J二～36

P；～0～34

P：～0～35　　」：～36

30

（15～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カゴメガイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イセヨウラク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シキシマヨウラク

C67鋤05め窺α汐lor860プ（ADAMS　et　REEVE）　タカノハヨウラク

　Cθ7碗05渉oηzαη6ゆ8痂Z歪5KIRA

　Cy∫h碗oηzo7認α泥躍flZ麗郷KURODA

　Z）彫μz解α7gαπo海oolζz（BRODERIP）

　E7σαZα厩∬60アz5渉746臨5（REEVE）

　Lζ痂α漉θ7観ガηz6プ批z鶴（HINDS）

　MαOZ610ケ露0アZ567ガ4Z露ZO7ZgZ65

　　　　　　　　PILSBRY　et　VANATTA

　M獅8諾45鋤z％5KURODA

　M％プ8∬μズoが670躍65KURODA

　ハ砲76灘捌玩oz“z4％5（PERRY）

M郷8∬506吻％3（A。ADAMS）

　ハ4z6r8∬亦050hθZ乞LISCHKE

　O68π8δ7α爾α吻（KURODA）

　P％ゆ％74ケoπ勉DUNKER

　P銘ゆ％7αo露プ吻4（KURODA）

　P％ゆ躍αolζz擁σθ7αKOSTER

　P％ゆ％745かo（KURODA）

　Rα汐αnα662047（LINNE）

　Rζゆ4nα孟hoη昭5毎7z∠z　CROSSE

T4肋伽枷乞5（SOWERBY）

　T70ヵho7zo♪5∫56のz4ε1ζz67z卿z（REEVE）

　T70ヵhoπ砂5∫560h彪％5（DALL）

　T7砂hoπoヵ5歪5σ07σoπ（DALL）

　乃ヵhズ5ブ砂o初oαA．ADAMS

Rapidae　カ〉ぶら力獄／・科・

コウモリヨウラク

カスリボラ

ウネレイシダマシ

ヒメヨウラク

オニカゴメ

ゴマフヌカボラ

オニサザエ

ハッキガイ

ガンゼキボラ

ヒメホネガイ

アクキガイ

アザミツブリ

レイ・シ

ミカンレイシ

イボニシ

シ官レイシ

チリメンボラ

アカニシ

オシロイツノオリイレ〆

ツノオリイレ

コンゴウツノオリイレ

オニツノオリイレ

エントツヨウラク

P：21～39　　　J：～37

P：25？～39J：～42

P：31～41

P：31～35

P：～0～34

P：～0～35　　」＝38

P：～0～35

P；？0～35

P：～0～35J＝～36

P：31～35

P＝～0～35

P：18～34　　　J：～37

P：～0㌍35

P：31～3尋、、J：～36

P：25～41　J：～41

P：33～35

P：25～41　J：～41

P：31～35

P：14～42

P：26？31～42J；～42

P：30？～35

P：34～39　　　J：～46？

P：33～35

P：33

P；33～35　J：～41

15m

（30～50m）

（70～90m）

30m

干潮
　　　1

干潮
　　　1

（15～

　　　（7～

l　l
　　　　15
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伊勢湾・熊野灘・遠州灘方面に生息する貝類とその環境についての研究（石山尚珍）

湾　　外 渥美外海 熊ノ灘 遠州灘
尾　鷲～
二木島沖 長　島 天満浦 向　井 大曽根 行野浦 備 考

（150～230m）

　150m

30m）

まで

　線

　線

30m）

15m）

m

（70～120m）

150m以深

（70～90m）

（70～90m）

（70～120m）

　　1

　　　　120m

（150～230m）

（150～300m）

　　1　　　　　　し　　　　　　　

　　　（70～90m）

o

o

o

o

湾の内外では変化あり　※

湾内のほうが多い

※

コンゴウより10％ぐらい少な
い

23一（工03）



地質調査所月報（第21巻第2号）

種 類

Co7αZZぎ06如」α窺召磁臨（HABE）

Co7αllぎo助ズ伽メ8ガプ8y5髭SMITH：

Lα房4漉5メ妙oπ∫o％5（DUNKER）

L碗如漉5肋脚劒z％7漉KURODA

L碗毎漉5Z∫50h舵α％5（DUNKER）

　Lα彪z漉5卯z4ωαθ（GRIFFITH：et　PIDGEON）

　Lα廊α漉5郷肋ηz勾ατσαゴKURODA

　L碗宛漉5ρ4go4％5（A．ADAMS）

Pyrenidae　たもとがい科

　Col％ηz66JZαηθ75100107α診Z4♂oπαDUCLOS　イボフトコロガイ

ヒレサンゴヤドリ

ヒラドサンゴヤドリ

テンニョノカムリ

カワムラカセン

カセン

　　　ミズスイ

ナカミガワカセン

ヒメカセン

生　息　緯　度

P：0？～34

P：26～35

P；33～35

P：6～35

P：10～35

伊勢湾内 湾口付近

CoZ蹴68ZZα灘5ゴooZo7SOWERBY

Py7召n866Zl4（REEVE）

Py7召フz6伽76hα74顔（DUNKER）

Pyr召πθ∫Zα腕z（BRUGUIERE）

Py78n8歪吻o伽（SOWERBY）

Pッ78π8傭oh為θ2（SMITH）

Py窺θ伽5醐（SOWERBY）

Py7召πθ5蹴iが伽（SOWERBY）

　Py7θ7z6診65顔4勉47彪オyl8解θ（GRIFFITH　et　PIDGEON）

　P算8η8ταプi碗5（DUNKER）

Buccinidαe　えぞばい科

Ano∫5孟70Z8が5ゐ歪no5hf厩∫KURODA

A窺加6伽14810πg碗α（DALL）？

BφyZoπ宛ノ砂o勉oα（REEVE）

B鋸60fn％形ρ677：yf（JAY）

B％06乞フz吻z5％捌gαn吻z　DALL

Cα？z診hζz7z650θo歪ZZ8f（PHILIPPI）

C伽孟h47％5万zoZlプ3（GOULD）

CoZ％50067％1θ566π5KURODA　et　HABE

Colπ5餌7脚KURODA
Eo規碗歪5孟プ痂oπo∫465（REEVE）

κ47観勉ζzプz64α40勉5（DALL）

κα％勉α彫4オ砒∫解4ぎKURODA

κ8ZZ痂¢1ぎ50h舵2KURODA

勲55α吻α6謝5ρ加（SOWERBY）

〈流ごz55¢7臨吻αgπゼ∫比ζz（LISCHKE）

1V6ヵ伽7z6ααπh7πiαz　o％吻〃zgi　CROESE

ヱV6μ襯εα刀z魏07（HIRASE）

Pho5h禰5εズSOWERBY

Pho51αθηθKURODA　et　HABE

Pho358窺記05％勉（LINNE）

フトコロガイ

マルテンスマツムシ

コウダカマツムシ

ムシエビ

カムロガイ

シラケガイ

ボサツガイ

カゲロウマツムシ

　　　　　　　　マツムシ

ムギガイ

キノシタバイ

キヌメバイ

バイ

モスソガイ

スルガノミイ

オガイ

シワホラダマシ

イトマキツムバイ

チビツムノぐイ

マルベッコウバイ

ウスツムバイ

カナマルウスツムバィ

ミガキボラ

ヒメニシ

ナサバイ

チョウセンボラ

ヒメエゾボラモドキ

ヒメトクサバイ

ミガキトクサバイ

トクサバイ

P：～0～35　J；～37

P：～0～35J；～37

P；25～42　」：～41

P：31～51　　　」：～46

P：～0～35　Jニパ36

P：33～36　Jニパ36

P：24～39　　　」：～41

P：～0～35J：～40

P：22～34

P＝～0～35　　J：～37

P：～0～41　　」：～43

8m以浅

8m以浅

8m以浅

（30～50m）

P：33～34

P：33～35

P：25～35　」：～42

P：33～57　　　J二36～57

P：33～35

J　：33～35　　K：34～40

P：33～35　　　J：～40

P：～0～35

P：33～35

P：32～39　　　J：～40

P＝31～35　　　」：〆》36

P：33～35

K：33～40　　J：パ41

P：33～35

P：33～35

P：～0～35

8m

（7～15m）一

（7～15m）

（7～

15m

（15～30m）

80m
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伊勢湾・熊野灘・遠州灘方面に生息する貝類とその環境についての研究（石山尚珍）

湾　　外 渥美外海 熊ノ灘 遠州灘

150m

　　（70～120m）

菊万副

　　（70～120m）

尾　鷲～
二木島沖

o

長　島 天満浦 哩州大曽根 行野浦 備 考

30m）

150m

ぞ脳備1

150m

（150～300m）

（150～300m）

　　1

（70～100m）

150m
　1　ロ　し　し　じ　じ　し　　　の　ロ　リ　ロ　ロ　じ　ロ　　

　　（？30－50m）

（100～150m）
」．．…

’230m

　　l　　　　　　じ　　　　　

　　　　15m

o

o

o

O

ムギガイよりは少ない　※

大発生するときがある

タコツボに多い

※

※

ウスッムバィの10％以下

年々減少

現在はいない

年々滅少

25一（105）



地質調査所月報（第21巻第2号）

種 類

　Pゐ05双zガω5％ηz　GOULD

　Pゴ5伽薙∫ε7プ6α（REEVE）

　3ゆhoπ4Z宛α5ヵ6解KURODA　et　HABE

　3ψho紹Z宛6α∬躍α7毎θ∫07吻5（REEVE）

　Sゆhoπ観α躍05αA．ADAMS

　5ゆho％liα∫％50ゴ465（REEVE）

　3ゆhoπαZゼαhズrα56ゴKURODA　et　HABE

　Sゆhoπ罐α雁肋40（MELVILL）

　Sゆho麗Z∫α刀zo4が70α雄（REEVE）

　Sゆho照Zゼα5勾郷勉（REEVE）

　3ゆhoπαZゴα5餌漉6飢（REEVE）

　5ψho郷Z彪顔o‘h擢μ5診o肋16％5ズ5KIRA

Busyconidae　てんぐにし科

　磁卿が％5麗5診8魏碗碗％5（GMELIN）

Nassariidaeむしろがい科

　qyll8π8メαρoフz廊αPILSBRY

　CyZ勧8餌Zoh8伽ADAMS　et　REEVE

　1〉α55α7彪5αo碗躍επ砿診％5（SMITH）

巌55α吻5励yZoπ加（WATSON）

　ヱ▽α53卯勉5厩Z孟6碗％5（LISCHKE）

　2〉α∬α7加6α8Zα螂（A．ADAMS）

　！〉4∬α吻56伽h剛郷（LAMARCK）

瓦4554吻5岬吻妬（SOWERBY）

　1〉α55α7伽36諾oθZZ6フz5KURODA　et　HABE

1〉α∬α吻げ65診魏5（POWYS）

　1V453α7伽5∫7碗6ro麗1麗5（DUNKER）

　〈r455αプ勉3σZ伽5（LINNE）

　ノ〉σ55α7臨5hぢ耀勉　KURODA　et　HABE

　2〉σ55αプ彪5ブ砂o勉o％5（A。ADAMS）

　Nα35α擁％5Z加65667z5（PHILIPPI）

　ぬ∬α吻55孟i卿α吻（A．ADAMS）

Fasciolariidae　いとまきぼら科

　Fα50∫olαプズ4σ14ケζz　DUNKER

コトクサバイ

イソニナ

アラボリミクリ

ミクリガイ

ネムリガイ

トウイト

ヒラセミクリ

ミカドミクリ

セコボラ

シマミクリ

マユツクリ

アラボリミオツクシ

生　息　緯・度

P：31～41

P；30～35　　　」：～36

P；31～35

P：33～34

P：32～41

P：33～35

P：33～35

P；31～35

P＝33～39

P；33～35

」：～41

」：32～38

」；～36

J＝～42

伊勢湾内1湾・付近

Fz65∫π％500h65（LINNE）

F％5∫アzz∬∫076εヵ5（PERRY）

F％5惚5卿oぢ1がoプ廊5（SOWERBY）

F祝吻％5hyヵhαZ御5M．SMITH

Fz65彪％510πφo側磁（LAMARCK）

F％5加螂短60伽吻％5（LAMARCK）

ぬ吻％5π勾吻05襯伽5（SMITH）

F％3加‘5ρ8ゆZ8郷5（A．ADAMS）

テングニシ

ホソシレネガイ

シレネガイ

ヒメムシロ

ワタゾコムシロ

ヨウバイ

ハナムシロ

アラレガイ

オオハナムシロ

オボロヨウノミイ

アラムシロ

クロスジムシロ

キンシバイ

イトカケムシロ

キヌボヲ

ムシロガイ

キビムシロ

ツノキガイ

ホソニシ

イトマキナガニシ

ヒメナガニシ

ワタゾコナガニシ

ハシナガニシ

チトセボラ

ツノマタナガニシ

ナガニシ

干潮
　　　1

（30～

　　1

lp：一・一35」：一4・1

P：26～34

P：～0～34

P：28～43　　　」：～43

P；～0～35

P：23～35　　　」　＝～40

P：～0～35　J：～41

P：～0～35　　J：～42

P：31～35

（30～

80m

30

P：21～43　　　J：～42

P：31～42　　　」　：～44

P：～0～35

P：33～34

P：25～39　　　J：～40

P：～0～41

P：～0～35

P：31～34

P：～0～34

P：～0～31

P：32，　34（？）

P＝33

P：～0～34

P：～0～35

（30～50m）

（30～50m）

千潮線

干潮線

8mまで

（7～

（30～50m）

P；31～42　　　」＝～42

（30～50m）

（15～30m）

，（15～30m）

（8～
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伊勢湾・熊野灘・遠州灘方面に生息する貝類とその環境についての研究（石山尚珍）

湾外1渥美外海

　線

50m）

60m）

m

熊ノ副雇州灘

150m

ど7僕150m）

　80m

（70～90m）

　80m
（30～50m）

尾　鷲～
二木島沖

長　島 天満浦 向　井 大曽根 行野浦 備 考

50m o

湾口だけ

15m）

15m

　i

150m

藍無鞭！

　150m

ζ脳5δ尚

o

※

※

※

工5m）

　（70～100m）

　　150m

（150～230m）

80m

o o
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地質調査所月報（第21巻第2号）

種 類

　F襯擁55吻μθ詔（SMITH）

　G解n認ゲ％5％5庖r4π％5SHUTO

　G観肱Zが％郵πゆヵoπ加5（SMITH）

　Pθ醜6プ勉αμZ56γ亜KURODA　et　HABE

Columbariidae　いとぐるま科

　CoZz卿z翫z7ゼz卿zρ4go4α（LESSON）

Olividae　まくらがい科

ヒロヒメナガニシ

キラアラレナガニシ

アラレナガニシ

ヒラセツノマタモドキ

生　息、緯　度

P：33～35　」：～36

P：12～36　」：～36

P：33

伊勢湾内 湾口付近

Ano∫ZZ4α1606αZZo5α（LISCHKE）

A伽llαh吻8π40が∫（v．MARTENS）

Ano∫ZZαo診oん∫勉θTAKI

Aπ6ぎZlπ5襯τゴ5（YOKOYAMA）

Aπ6歪ZZα伽α5加αKIRA

OZ加ごzブαρoフzゼαz　PILSBRY

OZ初α勉臨6伽αLAMARCK

イトグルマ

リュウグウボタノレ

タケノコボタル

オトヒメボタノレ

ホザキリュウグウボタル

ウラシマボタル

ホタルガイ

マクラガイ

OZ加81Zα∫％Zg％Z4畝（ADAMS　et　REEVE）ムシボタル

OZ加81Z厄πo耀α厩（SOWERBY）　　　　ワタゾコボタノレ

Mitridaeふでがい科

　M髭プαα窺o勉α6H．ADAMS

　M露耀加πZ8y4綴DUNKER

　ハ4髭74h〃・ζz58’PILSBRY

　γε漉Zl吻z　o6読50麗5（REEVE）

　％忽ZZ吻z　gm彰形KURODA

Volutidaeひたちおび科

ヒメアラフデ

フデガイ

ベニフデ

アミメツクシ

オダヤカツクシ

B6窺hoτoZ痂4h吻6π40げノ（v．MARTENS）

F祝lgo7αプ伽6αフz6εZl碗αKURODA　et　HABE

F殉oプα吻ぬ7α（SOWERBY）

　F麗Zgo7ζz酉460n‘∫7魏α（BRODERIP）

　F％Zgo7α按z4αz舵舘（FULTON）

　F％1σo盟プ臨4詔6α如（FULTON）

F蜘oプ4廊h伽56歪（SOWERBY）

　F％Zgoプαプ彪πo卿6h露HAYASHI

　Fz61σoプα万4汐7ε曽05翻4π4（CROSSE）

　L：yプ臨oα55躍麗Z4（REEVE）

Cancellariidae　ころもがv・科・

　　ツノキフデ

　チリメンヒタチオビ

ツヤヒタチオビ

ニシキヒタチオビ

シマヒタチオビ

サオトメヒタチオビ

ニクイロヒタチオビ

ノグチヒタチオビ

ヒタチオビ

スジボラ

Cαn6θIZ4短46064964παCROSSE　et　DEBEAUX　オリイレボラ

Cαπ66Zlαr臨∫麗勉6％1α畝（HINDS）　　　アサゴロモ

Cαπ06ZJα雇αZα6∫605厩L6BBECKE　　　　コンゴウボラ

Cαπ6召Zlα7如窺α0705ρ∫毎（ADAMS　et　REEVE）　トウガタモモエボラ

Cαπoε伽7臨％04％Zがθ74（SOWERBY）　　トカシオリイレ

C4窺61Zαπひα06Z∫9％4忽LAMARCK　　　　タテゴトオリイレボラ

Cαπ0811α7如768ηε4ηαCROSSE　　　　　モモエボラ

P：32～35　　　J：～36

P：25～34　　　J＝～36

P：35～36

P：35～36

P二31～39　　　J：～？40

P：11～35　　　」　；～38

P：25～39　　　J　：～42

P＝～0～33

P：～0～33

P：26～34　J：～36

P：～0～35

P：33～35

P：33

P＝34

P；33～35

P：33～34

P：33

P：33～34

50m

P：35

P：31～35　J：～37

P：30～35

P：30？～34

P：31～35

P：～0～34

K：31～39

P；～0～34

P：6～35

」：～36

15m

J：～35

」：～40

（15～

80m

（7～30m）

（15～30m）

ビiぢ墨δ淘

（30～50m）

」：～37

（15～50m）

（40～80m）

80m

　（30～

50m

28一（108）



伊勢湾・熊野灘・遠州灘方面に生息する貝類とその環境についての研究（石山尚珍）

湾　　外 渥美外海 熊ノ劇遠’州灘

　（150～230m）

功引
　　（70～・50ml

　　　150m

　　　　－0箆6茄”

　（150～300m）

　　（70～120m）

　　　　1

尾　鷲～
二木島沖

長　島 天満唖井1遡 行野浦卜
備

一薯

30m）

15mまで

8mまで

深海のナガニシ中では一番多
v・

やや少ない，場所により個体
の変化あり

32年には多かった

伊豆沖230m稀

　　　　　（100～120m）

　　　　　％砧一

　　”三ぎ6温………

d麟燭
（150～230m）

　　（90～150m）

（150～230m）

　　（150～300m）

　　（150餌300m）

熊ノ灘以西

熊ノ灘以西

ヒタチオビ中で最も多い

伊豆沖70～90m稀

50m）

29一（109）



地質調査所月報（第21巻第2号）

種 類

　Cαπ06ZZαπ045ρθπgl87㍍πα（DESHAYES）

Turr週ae　くだまきがい科

　且πo魏705y7彪躍ρ％loh677i53伽αKIRA

　B碗hオoηzα1撹h40げ2（LISCHKE）

　α4％5解o蹴曽勿05オ7鋤αKURODA

　Cηz55ぢ5μ7αζzZゐ勾z5孟孟ζz雄（PILSBRY）

　1）砂h％θIZα襯卿1α厩KURODA

　D砂hn召Zlαπ06∫傭KIRA

コ巨モガイ

生　、壱、緯　度

P：～0～39　J＝～40

1伊勢湾内隣・付近

D妙hπ6Zlα汐6解06脇3KURODA　et　HABE

D砂hn6〃α5θ解初α万604αKURODA

D砂hπ8Zlα診θ7α勉αoh露KURODA

翫505瀦痂卿加襯5（SOWERBY）

1πα酪あoπhoool碗％5（SMITH）

1πα彪5露07∫8ガτ8y5露（SMITH）

1πα跳露07n．sp．

1別αoα名痂o％Z碗αKURODA

Mα葱yα勉α宛oo78伽加（ADAMS　et　REEVE）

Mlα物α郷漉α5⑳480あ妙∫5（YOKOYAMA）

Pα7磁π’1伽4厩漉ohづθn5乞5初御MAKIYAMA

Pα7嘱π’ll宛伽oπ5齢π5（SMITH）

Th碗ohθ万4吻郷6漉5ANGAS

To勉oμ召解απ初84（PHILIPPI）

To脚μ6％解汐o認06競5（JOUSSEAUME）

Tz6プπ勉z4α為448ブZ：yゑ（LISCHKE）

T％解ぢo認ζz肋刀z罐郷ζzπα（PILSBRY）

　T％俘ぎo％ZαZ伽∫磁（ADAMS　et　REEVE）

　T％搾∫6％Z4汐θ1伽oゼ4¢KURODA

　Tz677zO5605卯zo∫（SYKES）

　T％7π●597αフzo5α（HELBLING）

　T％俘i5h％3㈱α捌（NOMURA）

　T％ププ251θ％σo孟プoが5（ADAMS　et　REEVE）

　T％7π’5ρ6名砂Zε灘αKURODA

　T％牌甲5ヵol：y顔o汐α（HELBLING）

　T％77露％πθ40（KIENER）

Conidaeいもがい科

Coπ％5砿5加α傭HOLTEN

Co綴56伽06磁勧5BRUGUIERE

Co肱3fπ伽θフz　REEVE

Con％5∫oπ召（FULTON）

Co綴50rあg％：y2AUDOUIN

Co％50ψoh吻θ4θn．sp．

テンジュククダマキ

シャジク

クビマキシャジク

シラボシシャジク

サクライフデシャジク

セキトリフデシャジク

　ホテイフデシャジク

サキヨレフデシャジク

ヤゲンフデシャジク

ハシナガイグチ

チャイロモミジボラ

モミジボラ

ミガキモミジボラ

イワオボラ

　　　チョウセンイグチ

クチツノイグチ

　　　ヒメシャジク

イボヒメシャジク

チマキボラ

マキモノシャジク

コゲシヤジク

イグチガイ

カマクライグチ

アケボノイグチ

ネリギヌイグチ

メルビルクダマキ

ジュズカケクダマキ

フサマルクダマキ

　クダマキガイ

ジュズカケホンカリガネ

カリガネイグチ

ホンカリガネ

ナガイモガイ

ヒシイモガイ

ベッコウイモ

イナズマアコメ

オルピニイモ

オトヒメイモ

P：33～35

P：31～35　　　J：～37

P：31～34

P：34

P：33～42　J：～41

P：～？0～34

P：33

P：33～35　」：～40

P；～0？～35　」　：～41

P：33～35

P＝～0～35　　」：～37

P：～0～35

P：33～35

P：33～35

P；33～35

P：31～35　　　」：31～39

P：10～35

P：22～35　　　J：～38

P：18～35

P；31～35

P＝～0～34

P＝～0～38

P＝～0～35

P：33～34

P：～0～35　　」：～36

（7～30m）

（30～50m）

（7～15m）

（15～

80m

（15～

30一（110）



伊勢湾・熊野灘・遠州灘力薗に生息する貝類とその藻境につい宅の研究（右山尚珍）

湾 外隊夕圃熊ノ劇遠州癖i曇木翻妄劇．玉劃．呵井i大曽根隔司 備

30m）

30m）

（150～230m）

150m

　230m

　150m

　150m

（70～100m）

　　150m

150m

（150～230m）

（100～150m）

（70～100m）

150m

150m

150m

100m

　（70～150m）
●ゑδ孟…1

　　（70～150m）

　　（70～100m）

（70～100m）

（70～100m）

　　（70～100m）
ぞ苧脳6δ劃

o

31一（111）

o

死貝だけ

死貝だけ

年により増減あり

考

※

※



地質調査所月報（第21巻第2号）

種 類

　Co肱5ρ鵤60θ1伽5∫5A．ADAMS

　Co彫55∫θゐol漉REEVE

Terebridaeたけのこがい科

　DゆZo耀7伽αZ6020％碗α（SMITH）

　DψZo耀漉αr砂hα％1αLAMARCK

　Hα吻Zα4魏繊（SMITH）

　T8r8みηzα測αガ8π5ゴ5（PILSBRY）

　丁粥ケα肱読y7砂h8（SMITH）

　Tε紹67α6び707z5HINDS

　T6r8ケα8ηo伽臨DESHAYES

　Tθ昭ゐ7α∫o％観6∫DESHAYES

　T6786プ4hかα58i　VREDENBURG

　T6r86鵤Z吻αDESHAYES

　Tθ泥6観Z∫30hた召伽αDUNKER

　T8励耀耀Z伽α伽8SMITH

　T6r867α汐7窃∫05αREEVE

　T膨房4餌吻lo5αSMITH

キシュウイモ

アコメガイ

生息緯度1伊勢湾内1

P；30～34

P：31～35

湾口付近

シ冒オビトクサ

ミガキトクサ

シチクガイ

アワジタケ

イボ’ヒメトクサ

コゲチャタケ

イワカワトクサ

ヒメヌノメギリ

ヌノメギリ

ヒメフトギリ

ヒメトクサ

シラネタケ

フトギリ

ヒメコゲチャタケ

Tθ76房π5870孟吻αA．ADAMS　et　REEVEヤスリギリ

　　　Tεγε6γα3陀αγπ5∫PILSBRY

　　　Tθ76房α孟7魏ガα厩GRAY

Opisthobrabchia　後鰐亜綱

　Pleurocoela　倶1腔i目

　　Acteonidae　きじびきがい科

　　　A伽oπ∫厩形耀π5（GMELIN）

　　　∠40陀oπたか漉HABE

　　　、46孟80η吻ゐoJ4露（REEVE）

　　Ringiculidaeまめうらしま科

　　　R碗φ‘π1α40」∫α7i3GOULD

　　Hydatinidae　みすがい科

　　　BμZZ初απ06痂5HABE

　　　Hy4α廊％αZみoo勉6孟α（HOEVEN）

　　　Hy4碗勉αρhy5歪5（LINNE）

　　　亙y／4顔微20襯厩（SOLANDER）

　　Bullidae　なっめがい科

　　　B％ZZα泥プnゴ605αGOULD

　　Atyidae　たまごがい科

　　　HαZoζz6加o乱z疏（PILSBRY）

　　　παZoαプo伽π伽厩（A．ADAMS）

　　Triclidaeすいふがい科

　　　B％oooπ宛‘θ7α形αoh露HABE

　Pteropoda　翼足目

オオギリ

キリガイ

アカフキジビキガイ

オオキジビキガイ

オオシイノミガイ

マメウラシマ

オオベニシボリ

ヤカタガイ

ミスガイ

ヒメヤカタ

ナツメガイ

ニクイロブドウガイ

ブドウガイ

テラマチスイフガイ

P：33～35

P：～0～32

P：～0～35　　J；～37

P：33～35　　　」：～36

P：23～36　　　J；～41

P：31～35

P：31～35

P＝33～34

P；34

P；31～35　　　J：～37

P：31～39　　J：～38

P：31～34　　」：～38

P：31～35

P：33～39

P：～0～35」：～36

P：33？

P：～0～34

P：～0～35

P：31～34

P：34～38

　80m
（40～80m）

（7痛）1
（7～
　　1

8m以浅

（7～15m）

15m

（30～50m）

（40～80m）

lP：3・一42」：一42

50m

50m

80m

30】m

P：33～34

P：～0～35

P：～0～35

P：～0～35

lp：？・一4・

P：23～38　　　J：～37

P：14～38　　　」：～37

8m以浅

8m以浅

（5～

32一（112）



伊勢湾・熊野灘・遠州灘方面に生、慰する貝類とその環境についての研究（右山尚珍）

湾　　辱外 渥美夕剛熊ノ劇遠州灘

150m

（70～100m）

尾　鷲～
二木島沖 長　島 天満浦1向井 大曽根1行野浦 備 考

15m）

以浅

8m以浅

150m

150m

150m

o

打上げ多し

※

10m）
　　　　1

　　　　　　80m

　　　　　（40～80m）

　　　　　　15m

　　　　　　30m

l眼欄l

　　　　　i

lじ　じ　し　じ　じ　ゆ　　　じ　じ　の　ロ　し　し　ド　　　ロ　じ　し　ロ　ロ　じ　じ　じ　ロ　の　じ　　　　　　じ　ロ

　　　150m

ミスガイより多し

※

33一（113）



地質調査所月報（第21巻第2号）

種 類 生息緯度薩湾内陣付近1

　　　Cavolinidae　かめがい科

　　　　CαηoZf7zα　詑Z6解％3（LINNE）　　　　　　　　　カメガイ

　Pulmonata有肺亜綱

　　Basommatophora基眼目

　　　Siphonariidae　カ、らまつ力二い禾斗

　　　　3’カho％ガ4∫4ρo％盆4（DONOVAN）　　　カラマツガイ

SCAPHOPODA　掘足綱

　　　Dentaliidae　っのがい科

　　　　j〔）6窺4Z勿彫oo7％5‘銘卿（PILSBRY）　　　セトモノツノガイ

　　　　P6撹αZ∫％卿0706初％郷DALL　　　　　　サフランツノガイ

　　　　．Dθπ厩Z伽勉加πg67ジ0742PILSBRY　et　SHARP　ヒラツノガイ

　　　　1）8％6αZi％解oo64πσ％Z碗％勉　DONOVAN　　ヤカドツノガイ

　　　　D87z診‘zあ％勉7hα640伽郷（PILSBRY）　　　ムチツノガイ

　　　　D8窺αZ勉勉励α％彫NOMURA　　　　　ミガキマルツノガイ

　　　　五）6鋤認勉勉測6初肋％ガ∫DUNKER　　　　ッノガイ

　　　SiPhonodentaliidae　くちきれつのがい科

　　　　Eπ魏Z初4勉4吻5ψ露4KIRA　　　　　　　　ミカドツノガイ

　　　　E撹αZ∫％4陀7α勉αoh∫∫KURODA　　　　　　オキナミカドツノガイ

PELECYPODA　斧足綱

　　Taxodontα多歯目

　　　Nuculidae　くるみがV・科

　　　　Ao∫Zα4加α7∫o伽4（HINDS）　　　　　　　　オオキララガイ

　　　　AoゴZ4伽5勾フz13（GOULD）　　　　　　　　　キララガイ

　　　　Eπη％o％伽oy76π擁465（KURODA）　　　　シジミナリクルミガイ

　　　　Eπη％o％Zα漉ヵo漉64（SMITH）　　　　　クルミガイ

　　　　E卿郷o班4SP．　　　　　　　　　　　　　マメシジミナリクルミガイ

　　　　N％o％Zα汐α％伽ZαA．ADAMS　　　　　　　マメグルミ

　　　　2〉％o％Zα泥7α勉αo雇∫KURODA　　　　　　テラマチグルミ

　　　Malletiidaeすみぞめそでがい科

　　　　N6210π8114‘o魏HABE　　　　　　　　　ハトムギソデガイ

　　　Nuculanidaeちりろうばい科

　　　　3αooθZl460π彪5α（HANLEY）　　　　　ゲンロクソデガイ

　　　　Sα068ZZαgo冠o％ゼ3（YOKOYAMA）　　　ゴルドンソデガィ

　　　　Sαoo8ZZα5θ郷碗θπ5∫5（SUZUKI　et　ISIZUKA）　アラスジソデガイ

　　　　yoZ4臨4α％o飢KURODA　　　　　　　ハイイ戸ナガソデガイ

　　　Arcidaeふねがい科

　　　　Aπ4447α6m駕σh診oπ∫（SCHRENCK）　　　アカガイ

　　　　A％44αrπgr4π05α房5θπθη5露SCHENCK　et　REINHART　ハィガィ

　　　　A％4α7α5碗o測ゼ（DUNKER）　　　　サトウガイ

　　　　A％α44瓶躍66紹％碗α（LISCHKE）　　　サルボウ

　　　　∠4％444rπ彦7露6π∫605脇（NYST）　　　　ハゴ冒モ

P：～0～35

P；33～39

P：33～35　　　J：～36

P：22～35

P；0～42　　」：～42

P；31（ノ39　　　」；～41

P：33～36　　　J：～36

P：31～35　　　」：～41

P：30？～35　」：35～45

P：32～42　　　J＝32～43

P：34～38　　　」＝32～36

P：32～42　　　J＝～37

P：33～39　J：～37

P：～0～36J：～41

P：31～35　　　J：31～36

P：31～32　　　J；32～41

P：11？26～42　J：～37

P：25？　33～35　J：～40

P＝31～39　　　J：～37

P＝26～40　　　J：～40

P：25～35　　　J：～37

（7～15m）

（7～15m）

8mまで

7m

34一（114）



俘勢湾・熊野灘・遠州灘方薗に生息ナる貝類とその環境につい宅の研究（右山尚珍）

湾外・1渥美外海1熊ノ訓齢1灘1星木臨長島1天満浦1向井1贈根1行野浦1備・ 考

1沿岸はどこでも

　　　1．．．。，．，．．．．。

　　　　　80m

150m

　（100～150m）

（15～50m）

（70～100m）

※

（150～230m）

（150～230m）

150m

150m

150m

　（100（450m）
『篇●。。I

　　　　l

o

（7～15m）

　80m
　50m

o

謡一

（15～30m）

衣が浦湾内のみ

特に渥美湾内多し ※

35一（115）



地質調査所月報（第21巻第2’号）

種 類 生　息　緯　度

Aκα60％6αブ漉」OUSSEAUME

B47加ψ毎o玩％50躍85（NYST）

Bα7加診毎5孟8α7郷∫（PILSBRY）

Bα7加∫宛擁紹s‘επ3（REEVE）

B8窺加プ04ρro∫伽読60Z4（VERRILL）

Bθ撹h砂6α諾θ％o汐ho擁ooZα（KURODA）

C％o曜Z46α4α％Zo54JONAS

　　S醜4καゼ撹8ゆZ∫oα厩（GRABAU　et　KING）

　　Tプ∫5躍05孟o吻05α勧70πo∫（MAKIYAMA）

　Glycymeridae　たまきがい科

　　GJ：yoy郷礎∫54Zδol伽6α6α（LISCHKE）　　ベンケイガイ

　　GZyoy勉8プf5吻ρθガαZ∫5KURODA　　　　　ミタマキガイ

　　αy6y7πθ痂πゆρo％加（YOKOYAMA）

　　GZyoy彫θη’5少歪1567亜（YOKOYAMA）　　ビロウドタマキ

　　GZyoy規87／570顔π4α（DUNKER）　　　　ベニ・グリ

　　GZ：y6y刀zε”。5曽65漉‘z（DUNKER）　　　　　　タマキガイ

　Limopsidae　おおしらすながい科

　　L加oρ5歪5466％55α厩（A・ADAMS）　　　マメシラスナガイ

　　五吻oρ傭∫07罐41躍（A。ADAMS）　　　シラスナガイ

　　L伽oρ5150みZo紹4A。ADAMS　　　　　ナミジワシラスナガイ

　　L吻oρ廊∫碗耀θSOWERBY　　　　　オオ・シラスナガイ

Anisomyaria不等筋目

　Mytilidaeいがい科

　　β瓶oh∫40窺θ3ノα♪o漉o％5（DUNKER）　　ヤマホトトギス

コベルトフネガイ

カリガネエガイ

ハナエガイ

アオカリガネエガイ

マルソデクマサカヤドリ

クマサカヤドリ

ヌノメアカガイ

　　ヨコヤマミミエガイ

　ビョウブガイ

P：30ん43　　　J：～45

P：～0～39　」；～37

P：25～39　　　J：～40

P＝12～36　　　J　：　？

P：30（ノ35

P：30戸ノ35

P：～0～35

P：25～35　　　」　：～37

P：33

伊勢湾内i湾・付近1

B7αoh140窺855θπんo％5ゼ4（BENSON）

B規oh¢40獅θ5測αオso痂（SMITH）

L露hoρhασαsp，

孤04ゼoZ郷oo窺伽5（SOWERBY）

ルZo4fo伽5∫Z4擁4麗5DUNKER

砿o漉oZ％5勉αプg4π’孟408％5（NOMURA　et　HATAI）

．Mo漉oZ％5πψφoπ加50YAMA

　ハ拓oゐoZz65，フz髭錫z65（REEVE）

　M銘36π伽3π6gZ8‘臨5KURODA

　My躍1％560耀5083（GOULD）

　ハ4y房伽564zゐ5LINNE

　58μが87観oo％Zαπ’5ヵ歪Zo5％5（REEVE）

　5θρ診が87た8θ漉NOMURA

　50Zα郷θπ5餌o忽房Zゼ5A，ADAMS

Isognomonidae　しゅもくあおり科

　MαZ伽5づ舵g％Zαπ’5（JOUSSEAUME）

Pteτiidae　うぐいすがい科

ホトトギス

ヌリッヤホトトギス

カクレイシマテ

ビロウドマクラ

コガラスマクラ

　　　　　マメヒノミリガイ

ヒバリガイ

カラスノマクラ

タマエガイ

イカ“イ

ムラサキイガイ

ミノクジャクガイ

ヒメイガイ

キサガイモドキ

ヒリョウガイ

15m

P：31～39　　　J：～40

P：31～39　J＝～36

　　　　　　J：40

P：31～41　J：32～41

P；31～42　　　」；32～41

P：31～35　　　J：～40

8m？

干潮

50m

80m

P：33～35」：（32）～42

P323～39　J：～37

J：35

P：32～36J：（36）～42

P＝7～35

P：23～43

P：～0～35

P＝26～35

P：32～34

P：～0～35

P：33～35

P：25～41

P：31～35

P：25～35

P：31～42

P：34～51

P：10～35

P＝25～41

P：35～36

lP：26－35

」：～42

」：～45

J；～41

J：～37

J：～41

」：～41

8mまで

干潮線

　　　　　1（15～40m）

」：～37　干潮線

J；～43

」：～46　干潮線下

」＝～37

」：～43

J：～41

（7～
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伊勢湾・熊野灘・遠州灘方面に生息する貝類とその環境についての研究（石山尚珍）

湾磐薩外海

線　下

熊ノ灘 遠州灘墨木臨長島天満浦i向井大曽根行野浦

30m）

　！

150m

150m

（7～15m）

（30～80m）

（100～150m）

　　1

　150m

備　　　　考

沿岸はどこで荏）

師崎から200m沖の1ケ所だ
け普通死貝のみ　　　　※

生貝は少く死貝多し

生貝は少く死貝多し

※

　80m
（80～150m）

1一一

150m

8m

　　I

　　t　　●　　．　　●　　■　　o　　●　　●　　．　　唖　　●　　o　　・　　0

　　　100m
　　ヒ　　1

（40γ80m）

　　10”敬温0

　8m

150m

大発生する年がある

　　　　〃

34年には多かった

37」（117）



地質調査所月報（第21巻，第2号）

種 類

　」％z6如4ζz7πσ鴬6π5∫（DUNKER）

Pimidaeはぼうきがい科

　，A置プ∫7z4ゴ4少07zぎαz（REEVE）

　A診海擁あπσ襯∫θ傭HABE

　窺プ勉αヵ8π紹（REEVE）

　んπゆηα≠87α勉46h露KURODA

Plicatulidae　ねずみのて科

　PZ露α魏1αho7π。4αDUNKER

P1卿痂桝万伽SOWERBY
　PZ∫侃膨1α5動ψ18欝GOULD

Pectinidaeいたやがい科

　・4吻％吻吻メ砂oπ加〃z（GMELIN）

　B磁hyα勉％5吻勉ノθ∬78y5∫（SMITH）

　ChZ㈱y3吻8g伽αZ循（SOWERBY）

　CんZα窺y3ヵ％556砺卿8∫BAVAY

　ChZα窺：y3πゆ汐oπ6π5ゼ5KURODA

　CんZα勉：y3no6漉3（REEVE）

アコヤガイ

・生　息　緯・度

P：29～35　　　J：～37

1伊勢湾内陣・付近

タイラギ

ヒシタイラギ

ハネタイラギ

テラマチハネタイラギ

イシガキモドキ

モグラノテ

ネズミノテ

ツキヒガイ

ハナヤカツキヒ

ウラジにヒヨク

ニクイぽナデシコ

アズマニシキ

ヒオウギ

ChZ砺z：y3μZ5θπ86π甲DAUTZENBERG　et　BAVAY

ChZα形y3名86τθ∫（ADAMS　et　REEVE）

Chlα窺yε5g襯〃z砿α（GMELIN）

Chl4解y55≠プ宛厩（SCHUMACHER）

Chl砺z：y3診ぢ∬o痂（BERNARDI）

Chl召勉ッ5泥5露％lo5召（DUNKER）

　　　　　ヒナノヒオウギ

ニシキヒヨク

ニシキガイ

キンチャクガイ

ヒラヒヨクガイ

ヒヨクガイ

L碗6α郷％55勉勉5必09漉（DAUTZENBERG　et　REEVE）　クラゲツキヒ

　P4プηα魏％5吻窺oα4％o鋸郷（SMITH）

　P411∫oZ吻z卿αorooh6か乞σoZ4HABE

　P80如zαz房647z3（SCHR6TER）

　P80孟67zヵz粥o房o％Z碗z65DUNKER

　pθ06θπ師侃物oπα魏5ANTON

Spondylidaeうみぎく科

　S少oπ4％Z％s6α7加魏5REEVE

　30勿z41yh650rz昭2z伽5LISCHKE

Limidaeみのがい科

　α6πo認ε51魏h伽（LAMY）

　L勉α別5h露漉5YOKOYAMA

ワタゾコツキヒ

ハリナデシコ

イタヤガイ

ハナイタヤ

シゼツホタテ

ウミギク

チリボタン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハネガイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モクハチミノガイ

　Mα窺θZ勉勉hα加4碗6π38（TOKUNAGA）フクレユキミノ

　M伽観1％郷臨8η58（OYAMA）　　　　　ヒラユキミノ

　瞼窺θll％那o漉η厩18（ADAMS　et　REEVE）　ユキミノ

Anomiidae　なみまがしわ科

　∠4πo窺宛oy如6％形GRAY　　　　　　　　　アラナミマガシワ

　Ano形∫4Zぢ50h舵∫DAUTZENBERG　et　FISCHER　ナミマガシワ

P：～0～36　J：～36

P：14？～35

P：～0～35

P；～0～35　　J：～36

P：26～35　　　J：～37

P；（？～0）28～36

J：解36

P：～0～33

P：～0～34

P：～0（で36　J：～42

P：31～42　　　J：～42

P：23～35　　　J：～37

P：～0～34

P：～0～33

P：～0～35」：、～37

P；？’～0～35

P：～0～35　J：～41

P：～0～35」：～41

P＝～0～35

P：33～35

P：30～42　　　」：～42

P＝31～42　　　」；～42

P：～0～35

P；～0～35、

P；26～39　　　」；～40

P：0～35

P：33～35

P；31倒42

P：33

P：6（く39

15m

干潮線下

（7～15m）

（40～80m）

（15～30m）

30m

50m

（30～50m）

　　　（7～
i一・一・■
1（30～50m）1

（30～50m）

1
J；～41

」：～37

J＝～42

　8m

8mまで

　15m

干潮線

P：28～39　　　J：～41

P：23～42　」：～45
干潮

干潮線

38嶋（118）



伊勢湾・熊野灘・遠州灘方面に生息する貝類とその環境についての研究（石山尚珍）

湾 ．外薩禰熊7離州薩雇木翫丁長一島1天綱高井1大酬行野浦1

o

備 考

50m）

300m

150m

o

　　（30～80m）

　　（150～300111）

　　　　1

　　　150m

（7～30m）

　　30m
　　　レ

’てiぢ6鋪δ尚●●

　80m
（150～300m）

（150～300m）

　150m

o

ネズミノテより少い

※

数年たえていたが伊勢湾台風
後小さいもの多し

ワタゾコツキヒより多い

カキ種についてきたもので養
殖棚につく，水温が高いと死
ぬ　　　　　　　　　　　※
場所によって多い　　　※

　　　　　　　　　　※

伊勢湾台風後に発生

ワタゾコツキヒより多い

周期がある。35年に大発生
　　　　　　　　　　※

32年に多かった

下

　30m
（7～30m）

岩につく

ユキミノ中では多い※

線

下
貝や石につく

39一（：L19）



地質調査所月報（第21巻第2号）

種 類

　Mon毎麗勉60πα畝（GOULD）　　　　　　　シマナミマガシワモドキ

　Ostreidaeいたぼがき科

　　Crα5505加84θ‘h初4如（QUOY　et　GAIMARD）　ケガキ

　　Crα5505加8ασ勾α5（THUNBERG）　　　　マガキ

　　C7π55056解απゆ汐07z4（SEKI）　　　　　　イワガキ

　　056r8α467z36Zα解6Zlo5‘z　LISCHIKE　　　　イタボガキ

Heterodonta異歯目

　Crassatellitidae　もしおがい科

　　C7455碗81Z露65hθ∫8ブogZyμαPILSBRY　　モシオガイ

　　σ辮55α≠81腕65n碗％5（ADAMS　et　REEVE）　スダレモシオ

　Carditidae　とまやがV・科

　　C礁4動αZ84παDUNKER　　　　　　　トマヤガイ

　　γ6％θηめα74宛f6芹％σ∫no3α（ADAMS　et　REEVE）　フミガイ

　Condylocardiidae　　壱ナしふみ力曇V、科

　　Cα74髭θZZo汐5f5≠o％8α％α（YOKOYAMA）　ケシフミガイ

　Glossidae　こうほねがい科

　　砿ε∫oσαプ漉αZα獅αr漉鉱（REEVE）　　　　　テリコウホネ

　　漉勿04プ漉‘zηzoケ窺απ‘z（SPENGLER）　　カノコシボリコウホネ

　　4擁oo4プ4宛診6甜4go％（ADAMS　et　REEVE）　コウホネ（キバガイ）

　Trapeziidae　ふながたがい科

　　Coプα鷹砂hα卯6074碗oρh4gα（GMELIN）　タガソデガィ

　　T7α♪θ7伽勉ゴα♪o漉6％窺PILSBRY　　　　ウネナシトマヤガイ

　Ungulinidae　ふたばしら力竺V・科

　　pゆlo40π厩∫砂o漉oαPILSBRY　　　　　ヤエウメ

　　Joαπ漉5ZθZZ40％勉’πgゴ（HANLEY）　　　　シオガマ

　Lucinidae　カ〉ぶらつきカ§V・科

　　L麗02％5ψ槻7π5臨％OYAMA　　　　　　イセシラガイ

　　L％o∫πo彫ααππ観α64（REEVE）　　　　ツキガイモドキ

　　EZl％o彪4汐∫5∫4伽刀z（DUNKER）　　　　　ウメノハナガイ

　Montacutidaeへのじがい科

　　My58Zlα汐4認αA．ADAMS　　　　　　ヘノジガイ

　Chamidaeきくざる科

　　Chα郷4紹∫18躍αREEVE　　　　　　　　　キクザル

　Cardii（1ae　ざるがV・科

　　Cαブ4伽解α紹勉60ZαREEVE　　　　　　　　　キヌザル

生　息　緯　度 騰湾司湾・付近

P；31～35　　　J：～43 30m

P：～0～35　　J：～41？

P＝23？～43　J：～46

P：34～40　　　」：～41

P：23～39　J：～42

　P；30～35　　　」；～40

1
1

　P：30～35　」：～37

P：23～41　　　J；～41

P：31～35　　　J：32～42

lP：33－39

P＝～0～33

P＝～0～35

P：～0～35　　J　：～38

P：～0～35　　J：～40

P：23～39・　J：～37

潮間帯

干潮線

干潮線下

30m

30m

1（7q5置）1

80m

Cα74伽〃z666h81REEVE

Cα7協z卿z6z40別ぢROLLE

αz冠翔卿・蝕κhαプ認DUNKER

Cα74∫瑚zε05KURODA

Cα擁襯8諾卿8剛％卿SOWERBY

Cα冠伽勉“z％廊‘％解REEVE

（30～50m）

lP：33－39」＝一4・1干潮線

Ip：23～35」：～4・1干潮線下

干潮線

キンギョガイ

イシカゲガイ

ザルガイ

アサヒザル

シモオキザル

トリガイ

P：26？～41　J：～41

P＝31～41　　J：～41

P：23～41　J：～41

lP：一・一34」：一36

干潮線下

（7～30m）

潮聞帯

lp；一・一39」：一4・

P：12禦35J：～37

P；32～36　　　J：32～41

P：34～43　J：34～41’
　　　　　　　　　　　　（30～50m）

P：31～35　　J；～40

P：31～35　　　J：32～36

P：～0～35

P；12？～41」：～41　　15m

50m

40一（120）



伊勢湾・ 熊野灘・遠州灘方面に生息する貝類とその環境についての研究（石山尚珍）

湾 外隊外海r菊灘i遡幽星木翻墾騰榊趣醐行野浦1． 備 考

o

湾内の岩礁一帯に

※

※

↓

I

l
lヒト・デが食べている

　（150～230m）

　　　l　I
。τ面嗣麟一d

下

死貝多く生貝なし

死貝多く生貝まれ

※

※

死貝多く生貝まれ

※

まで

．跡 15m

　30m
（70～100m）

（70～100m）

　　1

o

1ヤドカリの貝につく

1　　　　※

132年に多く，34年に少なく，
135年は幼貝のみ

戦前は多く戦後は稀

※

41嶋（121）



地質調査所月報（第21巻第2号）

種 類

　Cα74伽窺5罐獅厩ぎHABE

　Cα7漉襯5㈱47伽僻8MAKIYAMA
　Cα7づ彪ηz卜祝宛4漉02り診66％形PILSBRY

Veneridae　まるすだれ科

　A窺勾o照Z4耀Zl碗●5SCHUMACHER

　CαIZ魏46雇πεフz5∫5（HOLTEN）

　CαZZゼ5診α705躍α（GOULD）

Ch加読徽（DILLWYN）

　αθ耀雁α曽碗hθZ8廊MABILLE

　Cyol勉α5勉8競5（GMELIN）

　」［）05勿z毎αnσ％lo5¢（PHILIPPI）

　Po5初臨擁h6肱Z4厩（GRAY）

　Do5魏宛如罐α別漉OYAMA　et　HABE

　Do5ゼn彪ヵヵo漉oα（REEVE）

　Do5勉彪’07擁oπ1α厩DUNKER

　Do5勿z宛クzめ8506π5（PHILIPPI）

　五）05∫7z∫α渉プ050h61∫LISCHKE

　Gげアーαガ麗形4吻僻肱‘％形（GMELIN）

　Go形助吻α魏6Z4nα45ROEMER

サクライギンギョ

シマキンギョ

マダラチゴトリガイ

生　息　緯　度・

P：32～36　　　」＝32～41

P：31～35　」：～40

伊勢湾内 湾口付近

サツマアサリ

マツヤマワスレ

コマツヤマワスレ

ハナガイ

フスマガイ

オキシジミ

ウラカガミ

ヒナガイ

サザメ

カガミガイ

タマカガミ

ヒメカガミ

マルヒナガイ

ケマンガイ

コタマガイ

σo〃ψh物απ8α5忽7孟o躍65（YOKOYAMA）キタノフキアゲアサリ

　ハ4167窃7㍑Zα窺4鴬肋DESHAYES

　M6ブα7魏伽50薇z（R6DING）

　〈πo哲ゼ耀3窺痂3（DESHAYES）

　P砂hゴαα卯z46疵5（PHILIPPI）

　P砂h∫αθ％4yμα（PHILIPPI）

　Pζzカh彪8∬∠z7α診α（PHILIPPI）

　Pα汐h毎30hlnαZZ毎πα（DUNKER）

　PζψhZαz〃z4％1α厩（BORN）

　Pα汐h臨泥ηz∫oo5α（GOULD）

　P伽7αガ勉6（GMELIN）

　P露4プノ砂o痂oα（KURODA）

　P70ψo診hα6αノθ406π5ゼ5（LISCHKE）

　．pプ0606肋6α50ん6π6庖NOMURA

S⑳40郷麗5餌ゆ％嬬％5（SOWERBY）

　Tαρθ558刀z躍66％55碗α（REEVE）

　丁妙θ5ηαプ勿伽（SOWERBY）

　％％5foηεo乙伽SOWERBY

Mesodesmatidaeちどりますおがい科

　Cα80θ〃α6h勉8π5乞5DESHAYES

　Do槻o∫ZZαがo如（DUNKER）

Mac亡ridaeぱかがい科

チョウセンハマグリ

ハマグリ

マツカゼ

サツマアカガイ

スダレガイ

ヒメスダレ

オオスダレ

イヨスダレ

アケガイ

ムラクモハマグリ

ウスハマグリ

オニアサリ

メオニアサリ

ウチムラサキ

アサリ

ヒメアサリ

ビノスモドキ

クチバガイ

チドリマスオ

P：～0～34

P＝23～39　　　J：～40

P：26～33

P；～0～35　　J：～40

P；33～39　J：～41

P；24～41　　　」：～41

P：14～41　　　J；～41

P：31～35　　　J：～36

P：31～42　　　」：～43

P：31～35　」：～36

P：10？34～36

P＝30～39　」：～36

P：～0～34　　J　；～37

P＝31～42　　　J；～43

P：　？～39　　　J：36～47

P：25～35　　　J　：～37

P：31～39　　　」：～41

P：14～41　J：酒）41

P：23～35

P；31～39　　　J；～40

P：～0～35　　J　＝～37

P：31～35　J：～41

P：～0～35　　」：～37

P：26～35

P：31～39

P：32～39

P：32～42

P：25～45

P：～0～35

P：31～36

J：～42

J：～43

J：～46

J＝～37

J：～40

（30～50m）

8m

干潮線下

（7～15m）

8mまで

干潮線下

　（15～

30m

15m

30m

30m

（15～20m）

　　　（15～

／　l
　　　　　　　（15～

斎嚢　　1
　　　　　　干潮線

　　　　　　　（30～

干潮線下

15m

干潮線下

tp：25－43J；一4・1ギ潮線下

　P：26～35　　　」＝～36

（15～
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伊勢湾・熊野灘・遠州灘方面に生息する貝類とその環境につv・ての研究（石山尚珍）

湾　　外 渥美外海 菊誕1遠殖風臨
　　　　　　　．91
て220～300m）　i

　　　　　　　．＿i●一’一’一’一’「　r　。
　（70～150血）　F

　　　l　l

8m

嚢司茉壷麺主睡萄

　　　　　　　I

　　　　　　　I

行野蒲1

30m）

まで

50m）

50m）

～3m
50m）

30m）

（7～15m）

　30m
（15～20m）

8mまで

8］m

（5～10m）

干潮線下

（70～100m）

鮨（70～100m）

o

o

o

o

備 考

35年に限り多い

　　　　　　　　　　※
34年まで多かったが伊勢湾台
風後はみない

死貝多く生貝は稀

稀・死貝のみ，場所？

1ヒメスダレより多い

※

※

※

スダレガイ属の中では最少

30，31年に多く以後は少
　　　　　　　　　　　※ない

多い年と少ない年がある　※

32年まで多く，後減少し，伊
勢湾台風後はなし

　　　　　　　　　　※

※

43一（123）



地質調査所月報 （第21巻　第2号）

種 類 生息緯度1伊勢酬

L碗74プ宛ακ観雄REEVE

L碗紹7宛窺α漉ηzα」ONAS

L碗瓶プ宛5Z860Z4∫REEVE

M4αm67055ε∫（DUNKER）

Mααm　oプ％厩GRAY

ハ4αo孟ブ45メ》εαα房あ5LISCHKE

Mクo孟規5麗Z‘α厩擁αREEVE

砿α067αη8π8η’∫o柳z歪3REEVE

砿α6哲π’π％Zα40Zφ74雄（REEVE）

Rαθ絃ρ6ZZ％o躍α（REEVE）

カモジガイ

オオトリガイ

ヒラカモジガィ

ヒメノミカガイ

ベニハマグリ

アリソガイ

バカガイ

シオフキ

ソリタママキ

ヤチヨノハナガィ

チヨノハナガイ

　　ミルクイ

ホクロガイ

P：～0～35

P：23～35

P＝31～34

P：31～39

P：～0～35

P：15～35

P：31～41

P＝25～39

P：～0～35

P＝34～39

P＝0～41

P：31～41

P＝25～35

湾口付近

　Rα伽餌Z6h6伽（ADAMS　et　REEVE）

　S‘h々o孟h46躍3舵8％48KURODA　et　HABE

　3μ5z4αゐ8η観74乞（PILSBRY）

Asaphi（lae　りゅうきゅうますお科

　Azo痂zπ5訪6ゾ㈹宛翫5（GOULD）

　σα7歪伽o〃zαZα（DESHAYES）

　G醜形αoπZo5α（LAMARCK）

　Gαガρ麗Zohεププ動zα（DESHAYES）

　Gαプぢ雌4毎畝（DUNKER）

　Gαガ5必oσ厩PRASHAD

　G‘z擁6彫π6碗α（LINNE）

　SoZεo％プ臨500π5加漉5HABE

　50Zε6％π％54あαπ6α伽5（LISCHKE）

　30180銘π％57ho卯zみz65（SPENGLER）

　SoZ8孟θZZ初α4孟7α如（REEVE）

　30Z8紹IZfnαゐ064漉πσんζzz65∫（LISCHKE）

　SoZαθZZづ鵜4ゆho5（LINNE）

　30Zθ観1吻α4初α6飢（JAY）

Semelidaeあさじがい科

　∠4ゐrα∫％勉漉HABE

　A6御加乏％5加孟o％8膨5（NOMURA）

　Aみプα50：yoα8HABE

　56アπ6Z600プ4がoプ勉∫5（HOLTEN）

　5θ窺θ18z66麗8π5∫5（HANLEY）

　Thθ07α14‘α（HINDS）

Te11inidae　さらがい科

　Aπ卿Z麗5ηθ5厩Z歪oぢ4ε5（YOKOYAMA）

　ル耽o解α6α16α7θα（GMELIN）

　Mα60規460雇4伽如砿（DESHAYES）

　M1αoo窺α初oo％g7％α（MARTENS）

　砿460規4♪郷8プ砂如（SALISBURY）

ズングリアゲマキ

ウスベニマスオ

アシガイ

サカライマスオ

ミヒカリマスオ

ヒノデシオサザナミ

シオサザナミ

サクラアゲマキ

キヌタアゲマキ

シロキヌタアゲマキ

アケボノキヌタ

フジナミ

ムラサキガイ

イソシジミ

リュウグウザクラ

コバトガイ

リュウグウヤマザクラ

フルイガイ

アサジガイ

シズクガイ

」：～41？

J＝～40
　　　　　18mまで
J：32～36　　　　　　15m

　　　　　18mまでl

J：～37i（30～50血）…

J＝～40　1
　　　　　ド

J：～41i8mまで

J：～37　干潮線下

　　　　　干潮線

J：～41　1干潮線下

J：～4218m褒
J＝～411

15m

P；～0～35　J：33～37

P：～0～35　J二～37

P：～0～35　　J：～41

P＝～0～29

P：～0～34

P：～0～35

P：7～35

P：23～39

P：～0～33

P：13～35

P＝30～39

P：～0～35

P：30～41

P：23～35

J；～41

J＝～40

J；～43

P＝14～35　　　J：～37

P；10～35

P：～0～？

8血まで1

　　　　　し（30～50m）1

（7～15m）：

（30～50m）F

8mまで

8mまで・
』蕪矧
　　　　　1
8mまで1

干潮副

15m

15m

干潮線t

P；14？～42」二～42　 －

　　　　　　　　　　　1干潮線下閣

P；33～72J：32～461

P：34～42J：～40禰線i
P：31～44　　　J　：～46

P：14～34J：～37亨潮線1

15m
　　l

クモリザクラ

ケショウシラトリ

サビシラトリ

ヒメシラトリガイ

アオサギガイ

44一（124）



伊勢湾．熊野灘．遠身卜1灘方薗匹こ盤る息する貝類とその環境をこつヤ、ての研究（右山尚珍）

湾頭渥美外海，

温

熊ノ灘，遠州灘陛木翻爾天満浦i向井塵

　　　1

　　　：

　　　ヒ
　　　1

　　　：8m

　　　l

　　　　一譲

　　　1

　　100m
　　　l

　　150m

8m

（150～230m）

行野蒲 扁一

考

8m

8m

　　I

　　l

　　I

　　　　o

45一（125）

30年以後はみない　　　※

33年まで多く以後は少ない

　　　　　　　　　　　※

1　　　　　　　　　　　　※

i場所？30年以像はなし

　ときどき大発生　　　　※

渥美半島内側のみ

32年まで多く以後は少ない

l

lサカライマスオよりやや少な

1い

1　　　　※

！
ド

！28年以後は稀
i28年の台風後はみず

i大発生することあり

　　　　　　　　　　　※



1．、憲 ¶

地質調査所月報・（繁、21巻第f2毎ン 噸

種 類’

Mαoo勉α少7傭θ鋭α（MARTENS）　　　　オオモモノハナ

Mlαoo郷α580≠ゼ070YAMA　　　　　　　　サギガイ

漁oo解α哲o初oθ％5’3MAKIYAMA　　　　ゴイサギ

M4‘o窺4y4π厩∫8π5露（CROSSetDEBEAUX）シラトリモドキ

　　漉痂044∫ψh伽α（DESHAYES）

　　Mθ痂oα郷¢7卿プ痂郷（LAMARCK）

　　漉毎5045％6≠7襯8磁α（HANLEY）

　　T611歪nαo伽h7α厩DESHAYES

　　T8Z伽zα∫z卿8短あ5HANLEY

　　T8Z伽4ゑ郷o伽∫MAKIYAMA

　　TθZZ伽4π痂4％ZαDUNKER

　　T6Z伽グoη伽SOWERBY

　　TθZ劾zα♪87歪8π。BERTIN

Adapedonta　無画目

　Solenidae　まてがい科

イチョウシラトリ

アコヤザクラ

ユウヒザクラ

シボリザクラ

ユウシオガイ

コメザクラ

サクラガイ

ヒラザクラ

ベニガイ

生1息　緯，、ぎ度

P：23～35　　　」；～43

P＝23～41　　　J：～46

P＝34～39　J：～41

P：30～43　　　」＝～43

P：12？25～35　」＝～37

P：10～35　　　J：～41

P＝～0～39　J＝～41

P：14～35　　　J＝～41

P：33～35　　　J：～41

P＝～0～35　　J：～41

P：～0～35　　」：～36

P：30～35　」：～41

伊勢湾内

8mまで

干潮線

干潮線

干潮線

干潮線下

干潮線下

干潮線

湾口付近

　Phα劒5α∫孟θπ観碗5（DUNKER）

　S∫吻観ゴ砂oフzづoα（DUNKER）

　3∫吻微汐％Zoh6Zl4（DUNKER）

　30Z6πgoπ！o廊YOKOYAMA

　30Zθπgo％Z漉CONRAD

　30Z6フz　g辮7z4∫5DUNKER

　30Z6π為7％587z5≠8ηz∫SCHRENCK

　SoZθπ70580勉αoz4碗％5PILSBRY

Saxicavidae　きぬまとV・力雲V・科

　餓甲α≠81Zα07Z’6π渉αあ5α脚4πα

ユキノアシタ

シボリミゾガイ

ミゾガイ

アカマテガイ

マテガイ

オオマテガイ

ェゾマテガイ

ノ、フフマァ

　　　　　　　　　　　　（YOKOYAMA）　リュウグウキヌマトイガイ

　Pαπo♪6ノ砂o％∫‘α（A．ADAMS）　　　オキナノメンガイ（ナミガイ）

Erodohi（lae　ぬまごだき力弐い科

　AZo躍∫567：y痂m40π（LAMARCK）　　　クチベニ

　AZo∫4∫5卿04θ5厩（GOULD）　　　　　　クチベニデ

Myidaeおおのがい科

　C7：y，め卯z：yα翻％πoα≠αGOULD　　　　　　クシケマスオ

　Myαノαρo痂oαJAY　　　　　　　　　　　　オオノガイ

Pholadidaeにおがい科

　Mα7ψ65∫αo％ρ％」4（YOKOYAMA）　　　　カモメガイモドキ

　PhoZ4協4θαゐα魏σ肋紹π5∫3YOKOYAMAカモメガイ

　U勉加舵α4∫Zα厩如∫砂oπづ04（YOKOYAMA）　ウミタケ

　Z∫げ1α飢肋彫罐解8π5∫3（YOKOYAMA）　ニオガイモドキ

Lyonsiidaeさざなみがい科

　AZZogrπ郷形α泥7π鴛αoh露HABE　　　　　　ワタゾコオビクイ

　Lyoπ5毎πα切oπZαADAMS　et　REEVE　　オピ』クイガイ（ウキフネ）

　L：yo％5毎惚撹π’603αGOULD　　　　　　サザナミガイ

P：14～34

P：23～35

】…》：31～39　　　」：～40

P：30～35　　　J　：～36

P：31～42　J；～42

P：13～35　」：～40
K：？～39
P：34～45　　　J；33～46

P：～0～35　」：～37

30m

15mまで

干潮線下

　　　　　　　　8m

8mまでI　l

30mまで

15m

P：33～35」：～45（？）

P：33～43　　　J：～46

干潮線

8mまで

8mまで

8m

P：10～35　」＝～40

P：31～42　J：～43

手●瀬矧

30m

46一（126）

P：12～35　　　J：～36

P：31～72　」；～46

干潮線

干潮線下

干潮

P：～0～34

P：33～41？　」：～41？

P：33～34　　　」：～36？

P＝25～35　　　」：～39

P：31～35　」：～40

P：31～35　」：～46

8mまで

8mまで

8mまで

8mまで

干潮線

（40～80m）

（7～30m）



傷勢溝・熊野灘・遠州灘労商に生息ナる貝頻とその藻境についての耕究（君山尚珍）

湾　　外

まで

まで

まで

まで

　線

渥美外’海熊ノ灘嘩，星劃

　　　80m

　　　　』

　　　　　’1ぢ黄●…

　　　　　一漏一

　　　　ド
　　　　1　　　　・

　　　　1

長　島

　o

天満浦　向　井　大曽根 壷司備　　　　　　　　　考

　　　　　　　　　　※

　　　　　　　　　　※

湾奥部

　　　　　　　　　　※

33年に大発生

33年には多かった

35年に多かった。1年おきに
多い

最近とくに少ない

レ

35年は多かった　　　　※
I

E　　　　　　　　　　　護

捧どき多いこともある※

［特に河口に　　　　　※

　　　　　　　　　　　※

死貝はあるが生貝はまれ

o

47一（127）



地質調査所月報（第21巻第2号）

種 類 Ti息羅一度1伊蓼酬湾・劇

Pandoridaeねりがい科

　Pαn40rαπゆρo擁oαHABE　　　　　　　　ワタゾコネリガイ　　　　　I

　P4π407αo伽為漉HABE　　　　　　　　　　ネリガイ　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

Myochamidaeみつかどかたびらがい科

　Myα407α∫h40如05αGOULD　　　　　　　　ミツカドカタビラ　　　　　　　P：32

　My¢4070ρ515診解窩郷oπ孟碗4（YOKOYAMA）　ヤマザキスエモノガイl　P：32～34　J：～36

Latemulidaeそとおりがい科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lα‘εアπ％Zαゴαρo痂6‘z（LISCHKE）　　　　オキナガィ　　　　　　　　P＝34

　jL碗θ7％Zα1初z露oZαREEVE　　　　　　　　ソトオリガイ　　　　　　　I　p；31～41　」：～46

Poromydaeすなめがい科
　Cθ如σo％hα勉陀7窺6漉αHABE　　　　　　ビイドロスナメガイ　　　　l　　　　　　　　　　　　　l

　Po7魏yα∫～6∬鋸o躍YOKOYAMA　　　　　スナメガィ　　　　　　　　P：33～35J：（32）～41

　Poプoηz：yαゐ4yα5h∫∫HABE　　　　　　　　　ヨコナガスナメガイ

Cuspidariidae　しゃくしがい科

C％52！）∫4ζz7z’αoh∫π6π5∫5

　　　　　　（GRIFFITH　et　PIDGEON）

C％5が4απ’α∫o漉50％ZμαKURODA

C％3〆4α万αhかα58∫KURODA

C％5〆4αプ宛Zπ’46ZZαKURODA

C％5μ伽π甲4’砂o痂oαKURODA

C麗3μ4απ。α肋㎜α勉％プ漉KURODA

C％5μ4α吻πoみ漉5（A．ADAMS）

C％吻4朋●α5％g伽％卿α歪NOMURA

C麗3が447毎ψ87卿躍6h露KURODA

サザナミシャク・シ

カイジャクシガイ

シャクシガイ

シャクシモドキ

タマジャクシ

カワムラジャクシ

オオシャクシ

エナガシャクシ

テラマチシャクシ

P：33？

P：33

P＝32～33

P；33～34

P：32

P＝33

P：31～35　　　」：～37

P：33～38　　　」：32～38，

P＝33～35

15m

干潮線
　の　　　　ト

干潮線l

　　　　l

8m

80m

80m

’
（
7・～100m），

48一（128）



伊勢湾・熊野灘・遠州灘方薗に生、息する貝類とその環境についての薪究（右山尚珍）

．璽．、、夕催華夕圃熊ノ劇遠州劃．墨木翻長島隔浦1向井贈根i行騨備 考

i腿醐　l

l　　　l…忌6益…l

　　　　　l　l

に1烹無二1ニコ

　　　15qm
ヒ

1　　　！　　　！

　　　　　　150m

　　　　150m
　　　　　I

　　　　　　150m

　　　　　　l50m

　　（70～100m）
　　　　　レも砧一

　　　　　1’。’1菖Om

ヒトデが食べている

i大発生するときあり

l
l
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シャクシガイ中では一番多い
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地質調査所月報（第21巻第2号）

第2表愛知県碧海郡高浜町産出化石の一部（これ以外に第1表中の※が産する）

種 類 生　息　緯　度

GASTROPODA　腹足綱

　　　Coフz薦Zoμ4刀z％5加4（GOULD）

　　　Sめ矯8膨α50伽襯（A．ADAMS）

　　　Do5廊切o耽64（GMELIN）

　　　Pぢα07z87露勿zα∂％αZζz7z¢επ5歪5（LESSON）

　　　砿θプθZ初α診o肋％σ4ゴ（YOKOYAMA）

　　　3彪臨‘oZ4y6π40Z（YOKOYAMA）

　　　αα≠h70∫8πθ伽α3ヵε彫」砿α（A。ADAMS）

　　　E顔θπ8Zlα汐砂o漉5（A．ADAMS）

　　　E砺8π6伽7顔oo伽雄（A．ADAMS）

　　　S6αZ∫oZα吻7605αA．ADAMS

　　　碗万ol4診万o勉o雄（DUNKER）

　　　C郷汐8％1珈40瓢脚4歪（YOKOYAMA）

　　　Nθη8沈αん050y漉KIRA

　　　1π40雁舵IZαyα伽（NOMURA）

　　　Zα∫7α♪％ηz昭α（DUNKER）

　　　G曜4Z6％5h加40ε競5（MAKIYAMA）

　　　PhゼZδ6鴬如Z8％肋勿廊（DUNKER）

　　　P3θπ40ε6矧ηα∫oπ痂7碗α（SMITH）

　　　CyZ∫o肋α診y5磁σ％5臨（GOULD）

　　　Co8Zo擁獅5吻短瓢（YAMAKAWA）

　　　Co8♂o助頸55％oo加厩（A．ADAMS）

　　　．Rん伽プ螂6伽解6銘5（A．ADAMS）

　　　Rh伽御5耀漉oZ％5（A．ADAMS）

PELECYPODA斧足綱
　　　1〉ゆ汐oπ4κ4房5漉●g4厩（DUNKER）

　　　3孟ガ砺6α5y窺卿θ孟万侃（REEVE）

　　　S孟万伽6α詑ηθ6万04（REEVE）

ヒナシタタミ

イトコシタタ“ミ

ヒロクチカノコ

ヒメカノコガイ

トクナガツボ

イリエツボ

オガサワラモツボ

サナギモツボ

シマモツボ

チビスナモチツボ

キリオレ

ハナゴウナ

ホツヤツメタ

スミスシラゲガイ

ノミニナ

クリイワマンジ

ホソシヤジク

カミスジカイコガイダマシ

ヒメコメツブ

ヘコミツララガイ

ッムマメヒガイ

アオモリマメヒガイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメエガイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミミエガイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マノレミミエガイ

『V；olα6h盈郷：ys　h飢ロ36∫4泌α万θπ5お（PILSBRY）アワジチヒロ

C耀∬036プ顔ρ65一吻万3DESHAYES

Co76蜘Z4ゴのoπ加PRIME

且Zηθπ幡o伽n％5（YOKOYAMA）

A痂5040窺4σo麗燐（A．ADAMS）

PぢZl麗o初α」4卿：y∫CHAVAN

Bo7フzfoがゼ5哲鋤剛卿α御HABE

KεZ伽5幼6Z1吻加（YOKOYAMA）

M8Z伽θプ：y露ク観痂o麗Zα薦ガ6諾％05αHABE

PZζzオo卯z：y5毎7％g4彪HABE

My56伽06Joπσα厩（YOKOYAMA）

ヤマトシジミ

ケシトリガィ

イソカゼ

チヂミウメ

ツルマルケボリガイ

コバンコハクノツユ

ヒダハチミツガイ

オキナノエガオ

マルヘノジガイ

P：31～35　　　」＝～41

P：33～35　　　　」：～36

P；～0～35

P：～0～34

P：34～

　　　　　　　」：35

P：～0？～36　」：～37

P：31～34　　　　」：～37

P：34～35

P：25～35　　J：～41

P：34～35　　　　J＝～40

P：27～39　　　　J　：～37

P＝33

P：31～39　　　　J：～40

P：31～38　　　」：～39

P：35

P；33～39　　　　J　；～37

P：34～41　　J：～41

P：？

P＝34～41　　」：～41

P：31～35　　　J：～36

P：14～39　　　　」：～41

P＝～0～34　J：～37

P：34

（淡水，汽水）

P：33～42

P＝34

P：31～35

J：34～42

J：～35

P＝34～42　　　J：～37
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伊勢湾・熊野灘・遠州灘方画に生、自、する貝類とその環境についでの観究（右山尚珍）

種 類

My581Zα5％玩7襯04如（YOKOYAMA）

ハ467躍魏goκo略（YOKOYAMA）

P髭α75％げz6プθαPILSBRY

7878卿oZ餌ηzぎo郷PILSBRY

S如π46Zl40砂∫Zl408α（REEVE）

∠467彪α1％7zθllζz（GOULD）

H㍍ψ61Zαo万6窺αZ歪5（YOKOYAMA）

αyμo勉y4伽508π5ゼ5YOKOYAMA

Bαγπ6α伽07πα鶴（PILSBRY）

スジホシムシヤドリ

ミジンシラオガイ

イオウハマグリ

ヒメカノコアサリ

チリメンユキガイ

シロバトガイ

キヌマトィガィ

ヒメマスオ

ニオガイ

生　緯　息　度

P；33～42　　　　J：～42

P：23～35　　　　J：～37

P：33～35　　　」；～37

P：～0～25

P＝25～41　　　J：～41

P：34～43　　　　J：35～42

P；31～43　 」：～41
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